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第 1節 井手東 I遺跡出上の木製品の樹種

能城修― (森林総合研究所木材利用部)

鈴木三男 (金沢大学教養部生物学教室)

香川県高松市伏石町の井手東 I遺跡から出土した木製品213点 の樹種を報告する。井手束 I

遺跡は讃岐平野東部のほぼ中央に位置し,国道11号高松東道路の建設にともなって発掘され

たものである。そこでは,弥生時代中期の河川あるいは滞から木製品が見いだされ,近世の木

製品数点も同時に見いだされた。おなじ高松東道路にともなう遺跡としては,浴 。松ノ木およ

び浴・長池遺跡の木製品の樹種を報告 した (能城・鈴木,1994)。 そのほか香川県では,善

通寺市の永井遺跡から縄文時代後期の自然木の樹種が報告されてお り (能城,鈴木,1990

a),ま た坂出市の下川津遺跡では,古墳時代から古代を中心とした木製品の樹種が報告され

ている (能城・鈴木,1990b)。 しかしそれ以外の報告はほとんどなく (山 田,1993),弥

生時代の木製品がある程度まとまって報告されるのは今回が初めてである。

同定方法および樹種の記載

木製品の樹種同定用のプレパラー トは,試料から直接,片刃カミソリをもちいて,横断面・

接線断面・放射断面の切片を切取 り,それをガムクロラール (ア ラビアゴム400g,抱水クロ

ラール500g,グ リセリン200ml,蒸 留水500mlの 混合物)で封入 して作製 した。標本番号は

「KTAK― 」を頭に付 して,連続番号とした。以下には,そ れぞれの樹種の木材解剖学的な記

載をおこない,代表的な標本の顕微鏡写真を付して,同定の根拠を明らかにした。井手東 I遺

跡の木製品と同時に樹種同定用のサンプリングをおこなった浴 。長池および浴・松ノ木遺跡の

木製品の樹種も,こ こであわせて記載する。また整理の都合上,居石および天満宮西遣跡出土

木製品の樹種も一部含まれている。

1.カ ヤ Torreya nucifera(L.)Sieb.et zucc.イ チイ科 図版 1:la-lc(KTAK-230:

浴 。長池遺跡の柾 目板 )

垂直・水平樹脂道のいずれをも欠く針葉樹材。早材から晩材への移行は緩やかで,晩材は量

少ない。仮道管の放射方向の配列は揃つている。木部柔組織は認められない。仮道管の内壁に

は2-3本ずつ走るらせん肥厚がある。分野壁孔は小型のヒノキ型で,ふつう1分野に2個。

2.イ ヌガヤ Cephalotaxus hatringtonia(Knight)K.Koch イヌガヤ科 図版 1:2a-2c

(KTAK-148:居石遺跡出上の九木棒)
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垂直・水平樹脂道のいずれをも欠 く針葉樹材。早材から晩材への移行は緩やかで,晩材は量

少なく不明瞭。仮道管の放射方向の配列は不揃いである。木部柔組織は年輪内に散在する。仮

道管の内壁には水平にちかく走るらせん肥厚がある。分野壁孔はごく小型のヒノキ型で, 1分

野に2-4個。

3。 モミ属 Abies マツ科 図版 1:3a-3c(KTAK-255:浴 。松ノ木遺跡の柾目厚板)

垂直・水平樹脂道のいずれをも欠 く針葉樹材。早材から晩材への移行はやや急で,晩材

は量多 く明瞭。木部柔組織は認められず,仮道管の内壁のらせん肥厚 もない。放射組織は

柔細胞のみからなり,垂直壁は結節状である。分野壁孔はごく小型のスギ型で, 1分野に

2-4イ回。

4.マ ツ属複維管束亜属 Pinus subgen.Diploxylon マツ科 図版 2:4a-4c(KTAK-105)

垂直・水平樹脂道をいずれも普通にもつ針葉樹材。早材から晩材への移行はやや急で,晩材

は量多く明瞭。樹脂道の分泌細胞は薄壁でほとんど残っていない。放射組織は柔細胞と放射仮

道管からなり,放射仮道管の水平壁は鋸葉状である。分野壁孔はごく大型の窓状で,1分野に 1

-2イ回。

5.ツ ガ属 Tsuga マツ科 図版 2:5a-5c(KTAK-39)

垂直・水平樹脂道のいずれをも欠 く針葉樹材。早材から晩材への移行はやや急で,晩材は量

多く明瞭。木部柔組織は認められず,仮道管の内壁のらせん肥厚もない。放射組織は柔細胞と

放射仮道管からなり,柔細胞の垂直壁は結節状である。分野壁子しはごく小型のスギ型で, 1分

野に2-4個。

6.ス ギ  cryptomcriajaponica(L.i)D.Don スギ科  図版 2:6a-6c(KTAK-114)

垂直・水平樹脂道のいずれをも欠く針葉樹材。早材から晩材への移行はやや急で,晩材は量

多く明瞭。木部柔組織は早材の終わりから晩材において接線状に散在する。仮道管の内壁にら

せん肥厚はない。放射組織は柔細胞のみからなる。分野壁子とは大型のスギ型で,孔口はほぼ水

平に開き, 1分野に2個。

7.コ ウ ヤ マ キ  SciadOpiげ S Venicillata(Thunb.)Sieb.et Zu∝ .ス ギ 科  図 版 3:7a-7c

(KTAK-14:天満宮西遺跡出上の舟形木製品)

垂直・水平樹脂道のいずれをも欠く針葉樹材。早材から晩材への移行はやや急で,晩材は量
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少ない。木部柔組織および仮道管の内壁のらせん肥厚は認められない。放射組織は柔細胞のみ

からなる。分野壁孔は大型の窓状で,孔口はほぼ水平にレンズ状に開き, 1分野に1個。

8.ヒ ノキ chamaecypatts obtusa(Sieb.et zucc。 )Endl ヒノキ科 図版 3:8a-8c(KTAK

-54)

垂直・水平樹脂道のいずれをも欠く針葉樹材。早材から晩材への移行はやや急で,晩材は量

少ないが明瞭。木部柔組織は早材の後半から晩材において接線状に散在する。仮道管の内壁に

らせん肥厚はない。放射組織は柔細胞のみからなる。分野壁孔はやや大型のトウヒ型で,孔口

は斜めに開き, 1分野にぶつう2個。

9.ア ス ナ ロ Th� opSiS dolabrata Sieb.et Zucc.ヒ ノキ科  図版 3:9a-9c(KTAK 15:

天満宮西遺跡出上の柱材 ?)

垂直 。水平樹脂道のいずれをも欠く針葉樹材。早材から晩材への移行はやや急で,晩材は量

少ないが明瞭。木部柔組織は早材の終わりから晩材において接線状に散在する。仮道管の内壁

にらせん肥厚はない。放射組織は柔細胞のみからなり, しばしば樹脂が詰まっている。分野壁

孔はごく小型のスギ型で, 1分野に2-4個。

10.ヤ ナギ属 Salx ヤナギ科 図版 4:10a-10c(KTAK-260:浴 ・松ノ木遺跡の割材)

やや小型でまるい管孔が単独あるいは放射方向に2-3個複合して散在する散孔材。管孔の

直径は年輪界にむけて徐々に減少する。道管の穿孔は単一。放射組織は単列異性で,道管との

壁孔は中型で,蜂の巣状に密に分布する。

11.ハ ンノキ属ハンノキ節 Alnus sect.Gynlnottyrsus カバノキ科 図版 4:1l a-1l c(枝

・ 幹 材 ,KTAK-92),12a-12c(根 材 ,KTAK-46)

枝・幹材 :小型で丸い管孔が単独あるいは放射方向に2-4個複合して散在 し,それが集合

放射組織によつて区切られている散孔材。管孔の直径は年輪の終わりでやや減少する。道管の

穿孔は20-30本 ほどの横棒からなる階段状。放射組織は単列同性か,大型の集合状となる。

根材 :やや小型で薄壁の管孔が放射方向に数個複合して散在する散孔材。髄はなく,年輪界

は不明瞭。繊維状仮道管は大型で薄壁である。

12.ク リ Catanea crenatt Siebo et Zucc ブナ科  図版 5:13a-13c(KTAK-88)

大型で丸い単独管孔が年輪のはじめに1-2列配列し,晩材では小型で薄壁の単独管了しが火
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炎状に配列する環孔材。木都柔組織は晩材で,いびつな接線状。管子との直径および配列は早材

から晩材にかけて,やや急に変化する。道管の穿孔は単一。放射組織は単列同性。

13.コ ジイ Castanop� s cuspttata(Thunboex Muray)Schottky ブナ科 図版 5:14a-14

c (KTAK-136)

中型で丸い管子とが年輪のはじめに 1-数個ずつ塊をなして断続的に配列 し,晩材では小型で

薄型の単独管孔が火炎状に配列する環孔材あるいは半環孔材。木都柔組織は晩材で,いびつな

接線状。年輪界は波打ち, しばしば管子とが帯状に欠落する。道管の穿子とは単一。放射組織は単

列同性で,集合状となる。

14.ス ダジ イ Catanopsね debold� (MakinO)Hamsima ブ ナ科  図版 5:15a15c(KTAK

237:浴 ・松ノ木遺跡の杭)

中型で丸い管子しが年輪のはじめに1-数個ずつ塊をなして断続的に配列 し,晩材では小型で

薄壁の単独管孔が火炎状に配列する環孔材あるいは半環孔材。木都柔組織は晩材で,いびつな

接線状。年輪界は凹凸がなく,管孔は満遍なく配列する。道管の穿孔は単一。放射組織は単列

同性で,集合状にはならない。

15。 コナラ属アカガシ亜属 QuercuS Subgen.CyclobЛ anopsis ブナ科 図版 6:16a16c

(KTAK-29)

中型で丸いやや厚壁の単独管子とが放射方向に断続的に配列する放射孔材。管了しの直径は年輪

の終わりで若干減少する。木部柔組織はいびつで幅のせまい帯状。道管の穿子しは単一。放射組

織は同性で,単列の小型のものと,複合状の大型のものとからなる。道管と放射柔細胞との壁

孔は棚状。

16.コ ナラ属クヌギ節 QuercuS Sect.Aegilops ブナ科 図版 6:17a 17c(KTAK-25)

年輪のはじめに大型で丸い単独管孔が 1-2列 配列 し,晩材ではやや小型で厚壁のまる

い単独管孔が放射状～火炎状に配列する環孔材。木部柔組織は晩材で,いびつな接線状。

道管の穿孔は単一。放射組織は同性で,単列の小型のものと,複合状の大型のものとから

なる。

17.コ ナ ラ属 コ ナ ラ 節  QucrcuS SCCt,P� nus ブ ナ 科  図 版 6:18a18c(KTAK-227:浴

。長池遺跡の板目板)
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年輪のはじめに大型で丸い単独管孔が 1-2列 配列 し,晩材では小型で薄壁の単独管子とが

火炎状に配列する環孔材。本部柔組織は晩材で,い びつな接線状。道管の穿孔は単一。放

射組織は同性で,単列の小型のものと,複合状の大型のものとからなる。

18.エ ノキ属 Celtis ニレ科 図版 7119a-19c(KTAK-196)

中型で九い管孔が単独あるいは2-数個ずつ集まって,周囲状～翼状の本部柔組織とともに

斜め接線方向に断続的に配列する木材で,切片中には年輪界が認められない。道管の穿了しは単

一。放射組織は異性で, 1-6細胞幅くらい。

19.ケ ヤキ Zelkove serrata(Thunb。 )MakinO ニレ科 図版 7:20a-20c(KTAK-168)

大型で丸い単独管孔が年輪のはじめにほぼ 1列 に配列 し,晩材では小型で薄型の管孔が

斜め～接線方向につらなる塊をなして配列する環孔材。早材から晩材にかけて管孔の直径

と配列は急に変化する。道管の穿孔は単一で,小道管の内壁にはらせん肥厚がある。放射

組織は異性で 1-10細胞幅 くらい,上下端および周縁部にはしばしば大型の結晶細胞があ

る。

20.コ ウブ Broussoncha kazinoki Sieb.ク ワ科 図版 7:21a21c(KTAK 257:浴 ・松

ノ木遺跡の杭 )

中型でまるい単独管孔が年輪のはじめに2-3列配列し,その後やや小型の単独管子しがまば

らに散在 し,晩材ではごく小型で薄壁の管孔が斜め～接線方向の塊をなして,ま ばらに散在す

る環孔材。道管の穿孔は単一で,小道管の内壁にはらせん肥厚がある。放射組織は異性で 1-

3糸田H2Ⅲ目。

彦1.ヤ マグワ Morus austtnis POと.ク ワ科 図版 8:22a-22c(KTAK-218:溶 。長池遺

跡の作業台 ?)

年輪のはじめに大型でまるい管孔がほぼ単独で数列配列し,晩材では小型の管子とが 2-数個

集まって輪郭のまるい塊をなして散在する環孔材。管孔の直径は年輪界にむけて徐々に減少す

る。道管の穿子とは単一で,小道管の内壁にはらせん肥厚がある。放射組織は上下端の 1-2細

胞が直立細胞からなる異性で, 1-6細胞幅。

22.ク スノキ Cinnamomum camphora(L.)Presl クスノキ科 図版 8:23a-23c(KTAK

-134)
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大型でやや厚壁の管孔が単独あるいは2-3個放射方向に複合して,年輪界にむけて径を減

少しながら,ややまばらに散在する半環孔材。木部柔組織は周囲状で著しく, しばしば大型の

油細胞を含む。道管の穿孔は単一。放射組織は異性で1-3細胞幅, しばしば上下端に大型の

油細胞をもち,と きに層階状に配列する。

23.タ ブノキ Mach』 us hunberg�  Sieb.et Zucc.ク スノキ科 図版 8:24a-24c(KTAK
-226:浴・長池遺跡の丸木)

中型でやや厚壁の角張った管孔が単独あるいは2-3個放射方向に複合して,ややまばらに

散在する散孔材。管孔の直径は年輪界にむけてやや減少する。木部柔組織は周囲状で,油細胞

を含む。道管の穿子とは単一。放射組織は異性で 1-3細胞幅, しばしば上下端に大型の油細胞

をもつ。

24.ヤ ブツバキ camelliajaponica Lim.ツ バキ科 図版 9:25a-25c(KTAK-195)

やや月、型で角張った単独管孔が早材に散在 し,晩材ではごく小型の単独管孔が散在する散孔

材。木部柔組織 は短接線状。道管の穿孔は 10本のほどの横棒からなる階段状。放射組織は異

性で 2細胞幅, しばしば単列部に大型の結晶細胞をもち,道管 との壁孔は階段状。

25.サカキ Cleyera japonica lhunb.ツ バキ科 図版 9:26a-26c(題 (TAK-27)

ごく小型で角張った単独管孔が均―に散在する散孔材。木部柔組織は短接線状。道管の穿孔

は30本ほどの横棒か らなる階段状。放射組織は単列異性で,道管 との壁孔は対列状,と きに

階段状。

26.ヒ サ カキ Euryajaponica Thunb.ツ バ キ科  図版 11:31a-31c(KTAK-123)

小型で角張った単独管孔が均―にやや密に散在する散孔材。木部柔組織は短接線状。道管の

穿孔は30本ほどの横棒からなる階段状。放射組織は異性で 1-2細胞幅,道管との壁孔は小

型の対列状～階段状。

27.カ ナメモチ  PhOtinia glabra(Thunb.)Maxim.バ ラ科  図版 9:27a-27c(KTAK■ 66)

ごく小型で角張った単独管孔が均―に散在する散孔材。木部柔組織は散在。道管の穿孔は単

一。放射組織は異性で2細胞幅,道管との壁孔は小型の対列状～交互状で密に分布する。

28.ヤマザ クラ Prunusttmsakura Sieb.ex Koidz.バ ラ科 図版 10:28a-28c(KTAK-159)
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やや小型で丸い管孔が単独あるいは2-4個複合して,斜め方向につらなる傾向をみせて散

在する散孔材。道管の穿孔は単一で,道管の内壁にはらせん肥厚がある。放射組織は異性で,

1-4細胞幅,道管との壁孔は小型で,交互状～対列状に密に配列する。

29.サ クラ属 Prunus バラ科 図版 10:29a-29c(KTAK-154)

小型でまるい管子とが単独あるいは放射方向に2-3個複合して散在する散孔材。管の穿了しは

単一で,道管の内壁にはらせん肥厚がある。放射組織は異性で, 1-2細胞幅,道管との壁孔

は小型で,交互状～対列状に密に配列する。

30。 キイチゴ属 Rubus バラ科 図版10:30a-30c(KTAK-31)

中型でまるい管孔が単独あるいは放射方向に2-3個複合して散在する散孔材。年輪界は認

められない。道管の穿了しは単一。木部柔組織は周囲状。放射組織は異性で大型の柔細胞からな

り, 1-10数細胞幅,高さ4 mm以上となる。

31.キハダ PhellodendЮ n amurense Rupr.ミ カン科 図版 13:38a-38c(KTAK-125)

年輪のはじめに大型でまるい単独管子しが数列配列し,晩材ではごく小型で薄壁の管子しが斜め

接線方向の断続的な帯をなして配列する環孔材。早材から晩材にかけて管孔の直径と配列はや

や急激に変化する。道管の穿了しは単一で,小道管にはらせん肥厚がある。木部柔組織にはとき

に数珠状の結晶細胞が見られる。放射組織は同性で 1-4細胞幅,接線面ではきれいな紡錘形

をなす。

32.ム クロジ sapindus mukorossi Gaerm.ム クロジ科 図版 11:32a-32c(KTAK 191)

早材では大型でまるい管孔が単独あるいは2-3個複合して散在 し,晩材ではごく小型で薄

壁の管孔が放射方向にのびる塊をなして散在する環孔材。木部柔組織は翼状から連合翼状とな

り著しい。道管の穿孔は単一で,小道管にはらせん肥厚がある。放射組織は同性で 1-4細胞

幅。

33.ツ ルウメモ ドキ Celastrus orbiculatus Thunb.ニ シキギ科 図版 11:33a-33c(KTAK

-6)

年輪のは じめに大型で九い単独管子しが 1-2列 配列 し,晩材では中型の単独管子とがまばらに

散在するほか,ご く小型で薄壁の管孔が接線状に配列する環孔材。道管の穿了しは単一で,小道

管の内壁 にはらせん肥厚がある。放射組織は同性で,単列の小型のものと,10細胞幅以上で
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高さが 511mを 越える大型のものとからなる。

34.ウ ドカズラ Ampelopsis leeoides(Maxim。 )Planch.ブ ドウ科 図版 12:34a-34c

(KTAK-118)

大型でやや接線方向にのびた丸い管孔が年輪のはじめに 1列 にならび,晩材および大管了しの

間では小型で薄壁の管了しが 2-10数個放射方向に複合して散在する環孔材。道管の穿孔は単

一で,道管相互壁孔は階段状。周囲状の柔細胞ス トランドと木繊維は層階状に配列する。放射

組織は同性で10細胞幅に達し,高さは 511mを 越える。

35.ア オキ Auttbajaponica Thunb.ミ ズキ科 図版 12:35a-35c(KTAK-124)

ごく小型で角張った単独管孔が均―にややまばらに散在する散孔材。道管の穿孔は数十本の

横棒からなる階段状。放射組織は異性で大型の柔細胞からなり,単列で直立細胞からなる小型

のものと,数細胞幅で高さが 5 mmを 越える大型のものとがあり,後者は鞘細胞をもつ。

36.シ ャシャンボ Vaccin�m bracteatum hunb.ツ ツジ科 図版12:36a-36c(KTAK-145)

小型で角張った単独管孔が均―に散在する散孔材。道管の穿孔は単一,あ るいは10-30ほ

どの横棒からなる階段状。放射組織は異性で,直立細胞からなる単列のものと,数細胞幅で高

さl mmほ どの大型のものとからなり,後者は不完全な鞘細胞をもつ。

37.イ ボタノキ属 Ligustrun モクセイ科 図版 13:37a-37c(KTAK-26)

年輪のはじめにやや小型の単独管孔が 1列 に断続的に配列し,晩材では小型の単独管孔がほ

ぼ均―に散在する散孔材。道管の穿孔は単一。放射組織は異性で 2細胞幅。

結果および考察

井手東 I遺跡の木製品のうち,同定不能の 1点をのぞいた212点中には,33分類群が認めら

れた (表 1)。 このうちマツ属複維管束亜属とツガ属は近世のみであるため,弥生時代中期の

木製品207点 中に31分類群が見いだされたことになる。木製品全体としては,コ ナラ属のクヌ

ギ節 (29.50/o),ア カガシ亜属 (19.80/o),お よびコナラ節 (4.80/o)が 優占し,それ以外

ではヒノキ (12.6%)が多い。ヒノキをのぞくと全般に針葉樹は少なく,様々な広葉樹が見

いだされている。中では,コ ジイ,ヤマグワ,ク スノキ,ヤブッバキ,サカキ,アオキなどが

比較的多い。クヌギ節およびヒノキの優占は,おなじ高松東道路沿いの浴・松ノ木および浴 。

長池遺跡 (能城 。鈴木,1994)に共通する。
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鋤鍬ではアカガシ亜属が87.50/oと 圧倒的に多く,ク ヌギ節とクスノキが 1点ずつ出ている。

アカガシ亜属の多用は,西 日本ではごく普通であるが,ク ヌギ節とクスノキを鋤鍬として用い

た例は,あ まり多くない (島地・伊東,1988)。

柾目板としては, ヒノキとアカガシ亜属,ク ヌギ節が多く,板目板および斜め板ではヒノキ

が多い。板材は厚さや幅にばらつきがあり,用途が異なっていたと想定されるが,点数の関係

からここでは一括して扱った。そのため,用途ごとの細かい樹種選択は明らかにできなかった。

弓としたものには,弓状の木製品を含んでおり, ヒノキ,ク ヌギ節,ヤマグワ,シ ャシャン

ボの4樹種が見いだされた。これらはいずれも丸木弓あるいは飾り弓の使用樹種としては,こ

れまであまり報告されていないもので (島地 。伊東, 1988), どのようなものであるのかを

明らかにする必要があろう。

割材としたものは,みかん割材を半分ほど含んでおり,加工段階のものであると考えられる。

ここではクヌギ節が4分の3を 占め,ア カガシ亜属がそれについでおり,柾目に割りやすい樹

種が多い。

棒には角棒や削出し丸棒,丸木棒,みかん割棒などさまざまなものがあり,ク ヌギ節とアカ

ガシ亜属が多いものの,それぞれ用途別に使われていたと想定される。

坂出市の下川津遺跡では,曲物や斎串をはじめとして,棒や板材にもヒノキが圧倒的に優占

しており,全体の700/Oほ どを針葉樹が占め,残 り300/Oを 様々な広葉樹が占めていた (能城・

鈴木,1990b)。 当遺跡とくらべ,下川津遺跡が古墳時代～古代を中心としており,曲物や

斎串が優占して生活用具類も多いなど,遺跡の性格が異なっているため,こ うした樹種構成の

違いが生じたと考えられる。いずれの遺跡においても, ヒノキとクヌギ節,アカガシ亜属が多

いことは,弥生時代以降,古代にかけての讃岐平野では,こ れらの樹種が用材として,手に入

りやすいところに生えていたことを示している。
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表 1.高松市井手東 I遺跡から出土した木製品の樹種

樹 種 名
弥 生 時 代 中 期

鋤鍬 柾目板 板目板 斜め板  弓  割材  杭 棒 その他 丸木
総数 近世

イヌガヤ

モミ属

マツ属複維管東亜属

ツガ属

スギ

ヒノキ

ヤナギ属

ハンノキ属ハンノキ節

クリ

コジイ

スダジイ

コナラ属アカガシ亜属

ヨナラ属クヌギ節

コナラ属コナラ節

エノキ属

ケヤキ

ヤマグワ

クスノキ

タブノキ

ヤブツバキ

サカキ

ヒサカキ

カナメモチ

ヤマザクラ

サクラ属

キイナゴ属

キハダ

ムクロジ

ツルウメモ ドキ

ウドカズラ

アオキ

シャシャンボ

イボタノキ属

同定不能

4

24

1

9

19

1

1

3

3

4

3

1

1

26

1

3

1

5

1

41

61

10

1

2

8

6

2

6

5

1

2

2

2

1

1

2

1

3

5

1

2

1

1

1

1

1

14

1

1

5

8

1

l

l

3

総 数
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付表.高松市井手東 I遺跡出土木製品一覧

KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK一

KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―

KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK一

KTAK―
KTAK―
KTAK―
KTAK―

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

アオキ
アオキ
ヨナラ属アカガシ亜属
コナラ属クヌギ節
クスノキ
ツルウメモ ドキ
ヤナギ属
タブノキ
ヤブツバキ
コナラ属アカガシ亜属
ヤマザクラ
ヤマグワ
ヒノキ
ヒノキ
コナラ属アカガシ亜属
スギ
コナラ属アカガシ亜属
コナラ属クヌギ節
ヒノキ
ヒノキ
コナラ属アカガン亜属
コナラ属クヌギ節
イボタノキ属
サカキ
ヨナラ属クヌギ節
コナラ属アカガシ亜属
ムクロジ
キイチゴ属
クスノキ
コナラ属アカガン亜属
コナラ属アカガシ亜属
ウドカズラ
コナラ属クヌギ節
ヒノキ
サクラ属
ツガ属
コナラ属クヌギ節
コジイ
ヤブツバキ
サカキ
ヤマグワ
コナラ属アカガシ亜属
ハンノキ属ハンノキ節
コナラ属コナラ節
ヤマグワ
コナラ属クヌギ節
コナラ属クヌギ節
コナラ属コナラ節
ヨナラ属アカガシ亜属
コナラ属アカガシ亜属
ヒノキ
コナラ属アカガシ亜属
コナラ属アカガシ亜属
コナラ属クヌギ節
ヤブツバキ
コナラ属クヌギ節
コナラ属クヌギ節
コナラ属コナラ節

箆状
又鍬刃先
舟形木製品
着柄式鋤鍬
男根状木製品
小型臼
狭鍬状石斧柄
竪杵
広鍬未製品 刃
片口手付き
琴
板目板
斜め薄板
農具原材
板目板
農具未製品
柾目板
斜め板
角棒
みかん割材
みかん割材
みかん割材
丸木
みかん割材
丸木
丸木
丸木
板目板
又鍬 ?

丸木
角材
柾目板
柾目板
丸木
柱材
柾目板
丸木
丸棒
丸木棒
箆状
柾目薄板
丸木
丸木
柾目薄板
柾目薄板
丸木
丸木
杭
角材
箱部材
削出し丸棒
角材
丸木棒
丸棒
丸棒
割材
杭

二つ折れ

丸木取り
柾目
丸木
芯持ち丸木

芯持ち丸木
柾目横木取り
両面黒漆

板目
斜目
柾目
板目
柾目
柾目
斜目
割り材
みかん割
みかん割
みかん割
先端加工
みかん割

板目
柾目
先端加工
志持ち
柾目
柾目

芯持ち割材
柾目

芯持ち半割
表面削り
板目削りだし
柾目
皮付き
皮付き
柾目
柾目
皮付き
皮付き
丸木
みかん割芯持ち
板目
先端加工

削りだし
皮付き
先端削り
先端削り
半割
丸木皮付き

SD06   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD06   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD06   弥生中期
SD06   弥生中期
SD06   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD06   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD06   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD06   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD06   弥生中期
SD06   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SA02   近世
SD06   弥生中期
SD06   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD06   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
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KTAK-  62
KTAK-  63
KTAK-  64
KTAK-  65
KTAK‐   66
KTAK-  67
KTAK-  68
KTAK-  69
KTAK-  70
KTAK-  71
KTAK-  72
KTAK-  74
KTAK-  75
KTAK-  76
KTAK-  77
KTAK-  78
KTAK-  79
KTAK-  80
KTAK-  81
KTAK-  82
KTAK-  83
KTAK-  84
KTAK-  85
KTAK-  86
KTAK-  87
KTAK-  88
KTAK-  89
KTAK-  90
KTAK-  91
KTAK-  92
KTAK-  93
KTAK-  94
KTAK-  95
KTAK-  96
KTAK-  97
KTAK-  98
KTAK-  99
KTAK- 100
KTAK- 101
KTAK- 102
KTAK- 103
KTAK- 104
KTAK- 105
KTAK- 106
KTAK- 107
KTAK- 108
KTAK- 109
KTAK- 110
KTAK- 111
KTAK- 112
KTAK―  ■3

KTAK- 114
KTAK- 115
KTAK- 116
KTAK- 117
KTAK- 118
KTAK- 119
KTAK- 120

コナラ属クヌ
ヨナラ属クヌギ節
ヤブツタヾキ
ヨナラ属クヌギ節
コナラ属アカガシ亜属
ヒノキ
ヨナラ属アカガシ亜属
ヒノキ
ウドカズラ
コナラ属クヌギ節
×

クスノキ
ヨナラ属アカガシ正属
コナラ属クヌギ節
コナラ属クヌギ節
コジイ
コナラ属クヌギ節
ヒノキ
アオキ
コナラ属クヌギ節
ヤマグワ
イヌガヤ
コジイ
コナラ属クヌギ節
コナラ属クヌギ節
クリ
コナラ属クヌギ節
コナラ属クヌギ節
コナラ属クヌギ節
ハンノキ属ハンノキ節
コナラ属クヌギ節
コナラ属クヌギ節
サカキ
ヨナラ属クヌギ節
ヨナラ属クヌギ節
コナラ属クヌギ節
コナラ属クヌギ節
ヨナラ属クヌギ節
ヒノキ
ヨナラ属クヌギ節
コナラ属クヌギ節
コナラ属クヌギ節
マツ属複維束亜属
ヨナラ属クヌギ節
クスノキ
ヨナラ属クヌギ節
ヨナラ属クヌギ節
モミ属
コナラ属クヌギ節
ヒノキ
ヤマグワ
スギ
コナラ属クヌギ節
コナラ属コナラ節
コナラ属クヌギ節
ウドカズラ
コナラ属アカガシ亜属
ヤマグワ

割材
丸木棒
柾目板
鍬
柾目板
柾目薄板
箱部材
丸木棒
丸木
加工材
角材
又鍬
九木棒
みかん割材
丸木棒
丸木棒
材片
細棒
みかん割棒
斜め薄板
細棒
丸棒
割材
みかん割材
みかん割材
みかん割板
みかん割棒
みかん割棒
みかん割棒
半割棒
板目板
割材
みかん割棒
みかん割棒
みかん割棒
みかん割棒
丸木棒
柾目板
農具破片 ?

柾目薄板
半割棒
斜め板
偏平棒
板目板
みかん割板
柾目板
板目板
丸木棒
斜め薄板
柾目薄板
角材
みかん割棒
丸太材
割材
鳥形胴体
丸棒
割板

半割
先端削り
柾目
板目
柾目
柾目
斜目
先端削り
皮付き枝打ち

割り材志なし
柾目
先端削り
みかん割先端削り
皮付き枝打ち
皮付き
斜目
削りだし芯なし
みかん割
斜目
削りだし芯持ち
先端削り

みかん割
みかん割
みかん割
みかん割
みかん割
みかん割
半割
板目
芯持ち
みかん割
みかん割
みかん割
みかん割

柾目
柾目
柾目
半割
斜目
柾目先端削り
板目
みかん割
柾目
板目
先端削り
斜目
柾目
半割芯持ち
みかん割
皮付き
皮付き
丸木皮付き
コ字型削りだし
板目

SD 101   弥生中
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD06   弥生中期
SD06   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD06   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD06   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SX01   近世
SD06   弥生中期
SD06   弥生中期
SD06   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD06   弥生中期
SD 101   弥生中期
SX01   近世
SD 101   弥生中期
SD06   弥生中期
SX01   近世
SD06   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD06   弥生中期
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KTAK- 121
KTAK- 122
KTAK- 123
KTAK- 124
KTAK- 125
KTAK- 126
KTAK- 127
KTAK- 128
KTAK- 129
KTAK- 130
KTAK- 131
KTAK- 132
KTAK- 133
KTAK- 134
KTAK- 135
KTAK- 136
KTAK- 137
KTAK- 138
KTAK- 139
KTAK- 140
KTAK- 141
KTAK- 142
KTAK- 143
KTAK―  ■44

KTAK- 145
KTAK- 146
KTAK- 147
KTAK- 149
KTAK- 150
KTAK- 151
KTAK- 152
KTAK- 153
KTAK- 154
KTAK- 155
KTAK- 156
KTAK- 157
KTAK- 158
KTAK- 159
KTAK- 160
KTAK- 161
KTAK- 162
KTAK- 163
KTAK- 164
KTAK- 165
KTAK- 166
KTAK- 167
KTAK- 168
KTAK- 169
KTAK- 170
KTAK- 171
KTAK- 172
KTAK- 173
KTAK- 174
KTAK- 175
KTAK- 176
KTAK- 177
KTAK- 178
KTAK- 179

コナラ属アカガン亜属
コナラ属アカガシ亜属
ヒサカキ
アオキ
キハダ
ヒノキ
ケヤキ
ヨナラ属クヌギ節
コナラ属アカガシ亜属
ヨナラ属アカガシ亜属
コナラ属アカガシ亜属
コナラ属アカガシ亜属
コナラ属アカガシ亜属
クスノキ
イヌガヤ
コジイ
コナラ属アカガシ亜属
ハンノキ属ハンノキ節
ヨナラ属アカガシ亜属
サカキ
サカキ
コナラ属アカガシ亜属
イボタノキ属
コナラ属アカガシ亜属
シャシャンボ
コナラ属アカガシ亜属
クスノキ
ヒノキ
ヒノキ
コナラ属コナラ節
ヒノキ
ヨナラ属アカガシ亜属
サクラ属
アオキ
ヤブツバキ
ヨナラ属クヌギ節
カナメモチ
ヤマザクラ
コナラ属クヌギ節
スタジイ
ヒノキ
ヨナラ属クヌギ節
ヨナラ属アカガシ亜属
ヤマグワ
カナメモチ
ヨナラ属クヌギ節
ケヤキ
ヨナラ属アカガシ亜属
タブノキ
ヨナラ属アカガシ亜属
コナラ属アカガシ亜属
ヤマグワ
ヒノキ
コナラ属アカガシ亜属
コジイ
コナラ属コナラ節
ヒノキ
ヨナラ属コナラ節

鍬未製品
まな板状
加工材
柾目薄板
板目薄板
到物
炭化材
みかん割薄板
泥除け ?

削出し丸棒
削出し細棒
着柄式鋤鍬
桶側板 ?

杭
杭
丸太材
杭
鋤状
舟形
四角棒
柾目板
丸棒
鍬 ?

丸木弓
スプーン状
割物
割棒
板目板
割材
板目板
箆状
九木棒
丸木棒
短棒
割材
細棒
片口容器
割材
柾目薄板
板目薄板
板目板
細棒
弓 ?

両端削り棒
柾目板
柾目薄板
柾目板
短棒
短棒
丸木棒
柾目薄板
板目細板
柾目板
丸棒
丸木
柾目薄板
割板

丸木輪切 り
丸木
柾目
板目丸ほぞ付き
内面黒漆
丸木皮付き
みかん割
柾目
皮付き丸木
有頭,芯持ち
柾目
板目
丸太材
丸太材

丸太材

角桂状
削りだし芯去り
柾目
先端偏平芯持ち
柾目
芯持ち削出し
柾目

板目

板目
柾目
芯持ち
半割削りだし
芯持ち削出し

芯持ち削りだし
両面黒漆

柾目
板目
板目
丸木芯持ち削 りだし
削出し細棒
中央に細穴
柾目
柾目ほぞ穴付き
柾目
芯持ち丸木
芯持ち丸木
半割芯持ち
柾目
板目
柾目
芯持ち
削りだし

柾目
板目

SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD06   弥生中期
SD06   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD06   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD06   弥生中期
SD06   弥生中期
SD06   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD06   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD06   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD06   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD06   弥生中期
SD06   弥生中期
SD06   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD06   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD06   弥生中期
SD06   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
SD 101   弥生中期
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KTAK- 180 コナラ属クヌギ節 SD 101

SD 101

SD 101

SD 101

SD 101

SD06
SD 10ユ

SD 101

SD 101

SD06
SD 101

SD06

SD06
SD 101

SD 101

SD06
SD 101

SD 101

SD 101

SD 101

SD 101

SD06
SD 101

SD06
SD 101

SD 10ユ

SD 101

SD 101

SD06
SD06
SD 101

SD 101

SD 101

SD06
SD 101

SX01

弥生中期
弥生中期
弥生中期
弥生中期
弥生中期
弥生中期
弥生中期
弥生中期
弥生中期
弥生中期
弥生中期

弥生中期
弥生中期
弥生中期
弥生中期
弥生中期
弥生中期
弥生中期
弥生中期
弥生中期
弥生中期
弥生中期
弥生中期
弥生中期
弥生中期
弥生中期

弥生中期
弥生中期
弥生中期
弥生中期
弥生中期
弥生中期
弥生中期
弥生中期
近世

KTAK- 181
KTAK- 182
KTAK- 183
KTAK- 184
KTAK- 185
KTAK- 186
KTAK- 187
KTAK- 188
KTAK- 189
KTAK- 190
KTAK- 191
KTAK- 192
KTAK- 193
KTAK- 194
KTAK- 195
KTAK- 196
KTAK- 197
KTAK- 198
KTAK- 199
KTAK- 200
KTAK- 201
KTAK- 202
KTAK- 203
KTAK- 204
KTAK- 205
KTAK- 206
KTAK- 207
KTAK- 208
KTAK- 209
KTAK- 210
KTAK- 211
KTAK- 212
KTAK- 213
KTAK- 214
KTAK- 215
KTAK- 216
KTAK- 217
KTAK- 228

ヒノキ
ヨナラ属クヌギ節
コナラ属クヌギ節
ヨナラ属アカガシ亜属
コナラ属コナラ節
イヌガヤ
ヒノキ
コナラ属アカガシ亜属
ヒノキ
ヨナラ属ヨナラ節
ムクロジ
ヒノキ
ヒノキ
コナラ属クヌギ節
ヤブツバキ
エノキ属
コナラ属クヌギ節
コナラ属クヌギ節
コナラ属クヌギ節
コナラ属クヌギ節
ヨナラ属クヌギ節
コナラ属コナラ節
ヨナラ属クヌギ節
コナラ属クヌギ節
ヨナラ属クヌギ節
コナラ属アカガシ亜属
ヒノキ
コナラ属クヌギ節
コナラ属クヌギ節
ヒノキ
ヒノキ
ヨナラ属アカガシ亜属
コナラ属クヌギ節
コナラ属クヌギ節
コナラ属アカガシ亜属
コナラ属クヌギ節
ヒノキ
コナラ属アカガシ亜属

柾目薄板
杭状
みかん割細板
丸木棒
柾目細板
削出し有頭棒
弓状
鋤状
布巻具 ?

丸木細棒
細棒
割材
細棒
細棒
短丸太
有頭棒
割材
割棒
弓状
割材
割材
板目薄板
みかん割材
みかん割材
割材
割材
斜め薄板
みかん割板
割材
割板
板目薄板
丸木棒
杭状
割材
割材
割材
桶側板
えぶり

柾目
皮付き芯持ち九木
みかん割
半割
柾目

削出し有頭棒
柾目
有頭
芯持ち皮付き
みかん割
四角
みかん割
みかん割
両端切断
芯持ち九木
皮付き

芯持ち半割
1/4
皮付き
板目割板
みかん割
みかん割

斜目割板
みかん割

板目
板目
芯持ち皮付き
割材

出土地不明 弥生中期

試掘Tr  弥生中期

／

／

目

目

１
１
板
柾 SD 06   殊生中期
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1カヤ (KTAK 230) Cx40

2a.イ ヌガヤ (KTAK 148)Cx40 2b.同 Tx100

3a.モ ミ属 (KTAK-255)Cx40 3b 同 Tx100   3c.同

Rx400

図版 1.高松市井手東 I遺跡等から出土した木製品の顕微鏡写真



マツ属複維管束亜属 Cx40
(KTAK-105)

スギ (KTAK-114)cx40 6b.同        Tx100  6c.同

図版 2.高松市井手東 I遺跡等から出土した木製品の顕微鏡写真 (2)

Rx400

韻

５ ｂ
．5a.ツ ガ属 (KTAK 39)CX40
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TX100  7c. 同 Rx400

8b.同 Tx100  8c.同 Rx400

9b.同 Tx100   9c 同 Rx400

(3)

b.同

選
蘊
覇
翼
一鵡臓
瑯
潔
襲
一

鵡
電
竜■

争
Ｆ
お
鋳
４
彪
〓， 〕
ル

，
ル
ド
■
澪
■
４
一一一一嘉
●
″
上

，
，
　

一

図版 3.高松市井手東 I遺跡等から出土した木製品の顕微鏡写真

7a.コ ウヤマキ (КЪ悪 14)Cx40

I騒

8a. ヒノキ (KTAK-54)Cx40

9a. アスナロ (KTAK-15,Cx40
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1l a,ハ ンノキFriハ ンノキ節 Cx40
枝 幹材 (KTAK 92)

12a.ハ ンノキ属ハンノキ節Cx40 12b.同
根材 (KTAK-46)

10 b  l司 Tx100  10 c  l司

一
一
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π
寡
み

Rx200
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Tx100  12 c 同
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図版 4.高松市井手東 I遺跡等から出上した本製品の顕微鏡写真 (4)
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13a. クリ (KTAK-88)  Cx40 13 b。  IIIl

14b.同 Tx100

15a,ス タジイ (KTAK 237)Cx40 15b.同 Txloo  15 c,同

図版 5.高松市井手東 I遺跡等から出土した木製品の顕微鏡写真 (5)

鞠
=詐

十
||||■

―

111111i

1諄Ⅲ―r

Rx20014a.コ ジイ (KTAK 136)Cx40
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コナラ属アカガシ亜属Cx40
(KTAK-29)

コナラ属クヌギ節  Cx40
(KTAK-25)

17b.同

コナラ属コナラ節 Cx40 18 b.同
(KTAK-227)     .

Txloo  18 c.同

図版 6.高松市井手東 I遺跡等から出上した木製品の顕微鏡写真 (6)
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19a.エ ノキ属 (KTAK 196)Cx40 19b 同 Tx100  19 c. I可

野

20b,同 Tx100  20 c 同

21a.コ ウゾ (KTAK 257)Cx40 21 b.同 TX100  21 c.同

図版 7.高松市井手東 I遺跡等から出上した木製品の顕微鏡写真 (7)

Rx200

ケヤキ (KTAK 168)Cx40
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22a.ヤマグワ (KTAK 218)Cx40 Ｔｘ
７
一一↑一斧

22c. 1司 Rx200

23a. クスノキ (KTAK 134)cx40

嬢 聾空策■ン

Tx100  23 c. 同 Rx200

(KTAK 226)Cx40 24b.同 Txloo  24 c,同

図版 8.高松市井手東 I遺跡等から出土した木製品の顕微鏡写真 (3)

タブノキ
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25a.ヤブツバキ kKTAK 195)Cx40

26a.サ カキ (KTAK-27)Cx40 26b 同

27a.カ ナメモチ 籠 錐 166)Cx40 27 b.同 Tx100  27 c.同

図版 9.高松市井手東 I遺跡等から出土した木製品の顕微鏡写真 (9)
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30a。 キイチ』日 (KTAK 31)Cx40 30 b.同

図版10.高松市井手東 I遺跡等から出上 した木製品の顕微鏡写真 (10)
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31a.ヒ サカキ (KTAK 123) Cx40 31b.同

Cx40 32b.同 Tx100

ッルウメモドキ(x『刈【6)Cx40 33 b。 同 Tx100  33 c.同

図版コ.高松市井手東 I遺跡等から出土した木製品の顕微鏡写真 (コ )

32a.ム クロジ (KTAK-191)
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34a.ウ ドカズラ はT劇降118)Cx40 34 b.同 34c 同

Tx100  35 c.同

36a シヤシヤンボはT周降145)Cx40 36 b.同 Tx100 36 c 同

図版12.高松市井手東 I遺跡等から出土した木製品の顕微鏡写真 (12)

誓

協

35a アオキ (KTAK 124)Cx40 35b.同 Rx200
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イボタノキ属(KTAK 26)Cx40 37 b。 同

38a.キハダ (KTAK-125)Cx40 38 b.同 Tx100  38 c.同

図版13.高松市井手東 I遺跡等から出上した木製品の顕微鏡写真 (13)
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第 2節 井手東 I遺跡出土火山灰分析

試
料
採
取
　
色
調
判
定

檀原 徹 (蜘京都フイッシヨン・ トラック)

トレンチ側壁などから柱状に上層を切 り取る

5～ 10cm刻みに約100gずつ連続的に採取

色調判定後、前処理用試料として一定量を

秤量し、残余は保存試料として残す

燥重量測定

水洗

超音波洗篠 (分散剤はヘキサメタリン酸ナトリウム)

乾燥

フルイ分け3段階 (60、 120、 250mesh)

保存試料および各重量測定

[,Iェ ::1阜 :革 |:チF:‖犠難筵|

「

ヨ

検
鏡
お
よ
び
機
器
分
析

クツエチを

初
　
「
‐
‐
‐
ョ

RIMSを用い火山ガラスの屈折率を測定

火山灰の種類、降灰層準を判定する

土壊中火山灰 (火山ガラス)抽出分析処理順序表

フルイ分け済み試料

検 鏡 用 試 料

屈折率測定用試料

-29-



次に処理工程について説明を加える。

(1)色調判定

未処理試料 50～ 100gを 白紙上にとり,新版標準土色帳 (農林省農林水産技術会議事務

局監修,1970)に より判定表示する。

(2)前 処 理

まず半湿潤状態の生試料を30.Og秤量 し,50℃で 15時 間乾燥させる。乾燥重量測定後 ,

2ゼ ビーカー中で数回水替えしながら水洗 し,超音波洗膝を行う。この際,中性のヘキサ

メタリン酸ナ トリウムの溶液を液濃度 1～ 20/O程度となるよう適宜加え,懸濁がなくなる

まで洗渫水の交換を繰返す。乾燥後,舗別時の汚染を防ぐため使い捨てのフルイ用メッ

シュ・クロスを用い, 3段階の舗別 (60,120,250mesh)を 行い,各段階の袢量をする。

こうして得られた120～ 250mesh(1/8～ 1/16 mm)粒 径試料を比重分別処理等を加える

ことなく,封入剤 (Nd=1.54)を用いて岩石用薄片を作成した。

(3)重鉱物分析

主要重鉱物 (カ ンラン石・斜方輝石・単斜輝石・角閃石・黒雲母・アパタイ ト。ジルコ

ン・イディングサイト等)を鏡下で識別し,ポイント・カウンターを用いて無作為に200

個体を計数してその量比を百分率で示した。なお,試料により重鉱物含有が少ないものは

結果的に総数 200イ固に満たないことをお断りしておきたい。この際,一般に重鉱物含有の少

ない試料は重液処理により重鉱物を凝集することが行われるが,風化による比重変化や粒径

の違いが組成分布に影響を与える懸念があるため,今回の分析では重液処理は行っていない。

(4)火山ガラス含有率測定

前処理で作成された岩石用薄片を検鏡し,特に火山ガラスの含有率や特徴を中心に以下

の各項目について測定・チェックを行った。

① 火山ガラス含有率

鏡下で火山ガラス・重鉱物・軽鉱物 (土粒子やアモルファス粒子を含む)を識別し,

各含有率を測定した。

② 火山ガラス型

吉川 (1976)の 分類に準拠して,含有される火山ガラスの形態を多いものから半定

量的に求め表示した。なお吉川の分類に含まれないものについては,不規則型として一

括した。

③ プラント・オパール含有

鏡下でしばしばプラント・オパールが識別されるため,その有無と,比較的多い場合

には全粒子に対するプラント・オパール含有率を半定量的に示した。
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④ 色付ガラスの有無

淡褐～淡紫色を呈する色付ガラスの有無は,広域テフラの識別の際に特徴の一つとな

る場合がある。そこで,色付ガラスの有無を示した。なおここでいう色付ガラスには,

スコリア (塩基性火山砕層物)中にしばしば含まれる赤褐,褐,黄,緑色などのガラス

は含まれない。

(5)火山ガラスの屈折率測定

前処理により調製・保存された120～ 250mesh(1/8～ 1/16 Hlm)粒径試料を対象に,

温度変化型屈折率測定装置 (RIMS)※
(1)を

用い火山ガラスの屈折率を測定した。測定に際

しては,精度を高めるため原則として 1試料あたり30個の火山ガラス片を測定するが,

火山ガラス含有の低い試料ではそれ以下の個数となる場合もある。

なお具体的に測定データは巻末にデータシートとしてまとめられ,次に述べるように表

示されている。まず最上位に試料名 (Seriesお よびsample Name)が E「刷され,Immersion

Oilは測定に使用した浸液の種類を示す。Ndの式はその浸液温度から屈折率を換算するも

の,Ndは屈折率, tは温度を示す。この式は一次式であり火山ガラスと浸波の屈折率が

合致した温度が測定によって得られるので,こ の式から火山ガラスの屈折率力滑十算される。

(As,+De。 )/2は合致温度を上昇させた時 (Asceent)と 下降 (Descent)の 平均値と

して求めた時の意味であるが,繁雑さを避けるため測定温度は表示せず,各火山ガラス片

毎の屈折率のみが表示されている。測定された屈折率値は最終的にTotalの項にまとめら

れる。

count,min,max,range,mean,st,dev,skewnessは それぞれ屈折率の測定個数,最

小値,最大値,範囲,平均値,標準偏差,そ して歪度である。屈折率のhistogramの 図は

縦方向に屈折率を0,001き ざみで表示し,横方向にその屈折率をもつ火山ガラスの個数が

表現される。

* 一つが 1個の火山ガラスである。

分析結果および考察

今回得られた分析結果は集約され,前掲の図1-1, 2, 3に表示されている。これらの分

析情報の中で考古学的に価値をもつものは,編年上意味のあるテフラ (広域テフラ)の降灰層

準を合理的に認定する根拠を与える情報である。具体的には,テ フラ起源物質として明確に同

定される火山ガラスの特徴や含有量比の情報が最も重要となる。

一般に土壌中に含まれる童鉱物の分析が広く行われているが,重鉱物分析結果をテフラ降灰

層準との関係で議論する場合には十分な注意が必要である。その理由は,土壌中の重鉱物は母
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岩起源のものを含むのが普通であり,必ずしもテフラ起源とのみ特定することができないから

である。しかも同一種類の鉱物でもその組成上かなりの多様性をもつことが普通であり,純粋

にテフラ起源の重鉱物のみを識別することは困難が多い。このため,今回の分析結果の考察に

おいては,重鉱物分析結果から得られる情報は参考程度として低く扱わざるを得ないことをお

断りしておきたい。

さて火山ガラスから得られる情報に注目すると,今回の試料中には少なくとも3種類の火山

ガラスが識別される。それらは,各火山ガラスの特徴をもとに本地域に隣接する近畿地方での

テフラ・カタログ (表 1)※
(2)ゃ

今回の分析結果 (表 2-1, 2, 3)と 対照すると,降灰年

代の古いものから姶良Tn火山灰 (B B55)※
(3),鬼

界一アカホヤ火山灰 K― Ah(B5-3

(u))※
(4),曽

根沼火山灰 (BB 7)に対比するのが自然である。これら3つのテフラのうち,

鬼界一アカホヤ火山灰については今回の分析の結果から①および⑤地点で純粋層が確認され,

②地点でも純度はやや低いものの確実に降灰層準が認定されるデータが得られた。また鬼界一

アカホヤ火山灰と判定する根拠も, 3地点で共通した特徴のある岩石記載的特性から確実であ

る。具体的には比較的高い火山ガラスの屈折率 n=1.508～ 1.515を もち,opx,cpx,Opq
を主な重鉱物として含むほか特徴的な濃い色付ガラスや4～ 5μ m厚のハイドレーション殻が

観察される (檀原ほか,1991)※
(5)こ

とがぁげられる。なお他の 2つのテフラについては,含

有が微量のため降灰層準決定の有力な情報を得ることは困難と判断される。

注)

※(1)横山卓雄・檀原 徹・山下 透 (1986):温度変化型屈折率測定装置による火山ガラ

スの屈折率測定。第四紀研究.25(1),21-30。

※(2)竹村恵二・檀原 徹 (1988):土壌中火山ガラス抽出分析による遺跡の地層対比およ

び編年一温度変化型屈折率測定装置を使用 して一。考古学 と自然科学第20号 , 日本文

化財科学会誌。35-50.

※(3)町田 洋 。新井房夫 (1976):広域に分布する火山灰―姶良Tn火山灰の発見 とその意

義―.科学,46,339-347.

※(4)町田 洋・新井房夫 (1978):南九州鬼界カルデラから噴出した広域テフラーアカホ

ヤ火山灰.第四紀研究,17,143-163.

※(5)檀原・徹・山下 透・岩野英樹 (1991):姶良Tn(AT)及 び鬼界アカホヤ火山灰 (K

一Ah)火山ガラスの識別.日本文化財科学会第 8回大会研究発表要旨。51-52.

上以
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 3

血
ff
層

1.
50
8

!

1.
51
4

最
頻
値

=1
.5
10

H 
 

型

(扁
平
型

)

鬼
界

ア
カ
ホ

ヤ

火
 

山
 

灰

(K
―

Ah
)

6,
30
0B
,P
.

NI
o 
3試

料
は
90
%を

越
す

火
山

ガ
ラ
ス
含

有
量

を
も
ち
,野

外
で

も
火

山
灰

純
層

と

判
定

さ
れ

た
。

こ
の

火
山
灰

は
分

析
結

果

か
ら
,鬼

界
ア

カ
ホ

ヤ
火

山
灰

と
特

定
さ

れ
る
。

ガ
ラ
ス
形

態
は
H型

を
主

と
し

,

vi
■
い
色

付
ガ

ラ
ス

を
含

む
。

火
山

ガ
ラ
ス

の
屈

折
率

が
か

な
り
高

く
ハ

イ
ド
レ
ー

シ
ョ
ン
殻

が
観
察

さ
れ

る
の
が
特
徴

。

陥

‐

血

1.
49
8

1

1.
50
1

最
頻

値

=1
.5
00

H 
 

型

(扁
平
型

)

姶
良
Tn
火

山
灰

(A
T)

21
,0
00

1

22
,0
00
B.
P,

今
回

の
ほ

は
全

分
析

層
準

で
検

出
さ
れ

る

が
濃
集

度
は
非

常
に
低

く
,降

灰
層

準
を

認
定

す
る

こ
と
は
困
難

で
あ

る
。

無
色
透

明
な
扁

平
(バ

ブ
ル

・
ウ

ォ
ー

ル
)型

ガ

ラ
ス

を
主

と
す

る
が
,亀

ノ
甲
型

と
称

す

る
特

異
な
形

態
を

も
つ

ガ
ラ
ス

を
少
量

含

む
。

※
(6
)町

田
 

洋
ほ
か

(1
98
4)
:テ

フ
ラ

と
日
本
考
古

学
―
―
考

古
学
研

究
と
関
係

す
る
テ

フ
ラ
の

カ
タ
ロ
グ
ー
ー
.古

文
化
財

の
自
然
科

学
的
研

究
.8
65
-9
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No 試 料 名

重 鉱 物 組 成 ※(1)

備 考PyЮxene Arれ phib01c

Opq Zr Bi Ap Total

Opx CPx BHo GHo

1
①地点

0～ 10 cm

0 0

0.0

0

0.0

0 2 0 ユ 1 0

81.9 9.1 100.0

2
①地点

10～ 20 cm

0

0.0

0 0 5 0 ユ 1 0

0.0 78.8 15.2 100.0

3
①地′点

20～ 30 cm

1 0 0 6 0 l 0 0

66.6 25.0 100 0

①地′収
30～ 40 cm

0 1 0 0 3 0

2.1 48,9 42.6 100.0

5
①地点

40～ 50 cm

0 0 2 5 0 0

36.6 54.4 50 100.0

①地点
50～ 60 cm

0 2 0 6 0 64

100.020.3 67.2

7
①地点

60- 70 cm

0 1 0 0 3

3.6

0 0

1.2 29.8 65.4 100.0

①地′ヽ
70～  80 cm

0 11 0 0 10

12.5

0

13.8 27.5 46.2 100.0

①地点
80～ 90 cm

0 2 6 1 1 2

34.3 48.5 2.9 100,0

①地点
90～ 100 cm

0 0 0 3 0

10.8 21.6 63.5 100.0

注,※ (1)上段 計測粒子数  下段 %
なお各鉱物とその略称は,以下のように対応します。

Ol iカ ンラン石,    Opx:斜 方輝石,      Cpx:単斜輝石,      BHo:褐 色普通角閃石,

Gho:緑色普通角閃石, Opq:不透明 (鉄)鉱物,  Id iイ ディングサイト,   zr iジルコン
,

Bi:黒雲母,      Ap:ア パタイト,     Gar iザ クロ石,      VG:火 山ガラス
,
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No 試 料 名

重 鉱 物 組 成 ※ (1)

備 考PyЮxcnc Amphibole
Opq Zr Bi Ap Total

Opx CPx BHo GHo

11
①地点

100～ 110 cm

0 1

2.4

0 0 6 0 3 0 0

14.3 76.2 7.1 100.0

①地点
110^-120 cm

4 0 0 4 0 l 0

ll.8 11.8 73.5 100,0

①地点
120～ 130 cm

0 0 4

11.4

0 3 1 0

77.1 100.0

①地点
130～140伽

l 0 2 0 5

7.7 57.7 0.0 19.2 11.5 99。 9

①地点
140ヽヤ150 cm

0 0 0 4 0 0 5 26

100.00,0 65.4 19.2

①地点
150～160 cm

0 0 0 0 0 0

25,8 74.2 100.0

17
①地点

160-170 om

0 0 0 0 5 7 0 1 0

0,038.5 53.8 7,7 100.0

①地点
170～ 180 cm

0 0 0 0 7 6

19。 4 38.6 22.6 19.4 100.0

①地点
180～ 190 cm

0 0 0 7 0 8 2

15.0 35.0 0.0 40.0 10.0 100.0

①地′虫
190-200 cm

0 0 0 0 6 0 7

28.0

0

48.0 24.0 100,0

注,※ (1)上段 計測粒子数  下段 %
なお各鉱物とその略称は,以下のように対応します。

ol:カ ンラン石,    Opx:斜 方輝石,      CPx:単斜輝石,      BHo:褐 色普通角閃石,

Cho:緑色普通角閃石, Opq:不透明 (鉄)鉱物,  Id:イ デイングサイト,   Zr:ジ ルコン
,

Bi:黒雲母,      Ap:ア パタイト,     Gar iザ クロ石,      VG:火 山ガラス
,
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No 試 料 名

重 鉱 物 組 成 ※(1)

備 考Pyroxcnc Amphibole
Opq Zr Bi Ap Total

Opx Cpx BHo GHo

①地点
200～ 210 om

0 0 0 0 7 0 3 0

48.5 21.2 21.2 100.0

①地点
210～ 220 cm

0 0 0 ll 0 5 6 1

45,2 26.2 11.9 14.3 100.0

①地点
220～ 230 cm

0 0 0 0 17 5

45,1 22.5 16.7 10.8 100,0

①地点
230～ 240 cm

0 1 0 0 7 6 0 7 0

30.4 26.2 30.4 100.0

①地点
240-250 cm

0 0 0 0 l

25.0 20.0 52.5 100.0

①地点
250-260 cm

0 0

0.0

0 0 1 0 1 3

73.6 15.8 100,0

以下余白

注,※ (1)上段 計測粒子数  下段 %
なお各鉱物とその略称は,以下のように対応します。

Ol iカ ンラン石,    Opx:斜 方輝石,      Cpx:単斜輝石,      BHo:褐 色普通角閃石,

Gho:緑色普通角閃石, Opq:不透明 (鉄)鉱物,  Id:イ ディングサイト,   zr iジルコン
,

Bi:黒雲母,      Ap:ア パタイト,     Gar iザ クロ石,      VG:火 山ガラス
,
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No 試 料 名

重 鉱 物 組 成 ※(1)

備 考Pyroxene Arnphibolc

Opq Zr Bi Ap Total

Opx Cpx BHo GHo

1
②地点

0- 10 cm

0 ユ 0 2 3 0

66.6 16.7 100.0

②地点
10～ 20 cm

0 1 0 7 6 0

53.2 23.3 20.0 100.0

3
②地点

20^- 30 cm

0 0 0 0 0 0

30.2 65.1 4.7 100.0

②地点
30^- 40 cm

0 2

1.5

0 l 0 0 0

38.7 57.6 1.5 100.0

5
②地点

40～  50 cm

0 3 0 0 0 1 0 0

29.9 67.7 100.0

6
②地点

50～  60 cm

0 ユ 0 0 11 0 0 0

1.ユ 0.0 12.2 82.ユ 100.0

7
②地点

60～  70 cm

0 4 0 0 0 3 0 0

5.5 17.8 72.6 100.0

8
②地点

70^ヤ  80 cm

6 0 7 0 2 0 0

78.ユ 100.0

9
Э地点

80^ヤ  90 cm

4 0 0 0 0 0

11.4 0.0 31.4 57.2 100.0

10
②地点

90～100 cm

1 0 0 8 0 3 0

2.5 20.0 70.0 100.0

注,※ (1)上段 計測粒子数  下段 %
なお各鉱物とその略称は,以下のように対応します。

ol iカ ンラン石,    Opx:斜 方輝石,      CPx:単斜輝石,      BHo:褐 色普通角閃石,

Gho:緑色普通角閃石,  Opq:不透明 (鉄)鉱物,  Id:イ デイングサイト,   Zr iジルコン
,

Bi:黒雲母,      Ap:ア パタイト,     Gar:ザ クロ石,      VG:火 山ガラス
,
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No 試 料 名

重 鉱 物 組 成 ※(1)

備 考
01

PyЮxenc Amphibole
Opq Zr Bi Ap Total

Opx CPx BHo GHo

11
②地点

100～ 110 cm

0 0 0 2 0 0

30.0 60.0 10.0 100.0

②地点

110～ 120 cm

0 0 0 0 0 0

56.5 34.8 100.0

以下余白

注,※ (1)上段 計測粒子数  下段 %
なお各鉱物とその略称は,以下のように対応します。

ol iカ ンラン石,    Opx:斜 方輝石,      CpX:単斜輝石,      BHo:褐 色普通角閃石,

Gho:緑色普通角閃石,  Opq:不 透明 (鉄)鉱物,  Id:イ デイングサイト,   Zr:ジ ルコン
,

Bi:黒雲母,      Ap:ア パタイト,     Gar:ザ クロ石,      VG:火 山ガラス
,
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No 試 料 名

重 鉱 物 組 成 ※(1)

備 考
01

PyЮxene Amphibole
Opq Zr Bi Ap To回

Opx CPx BHo GHo

1
⑤地点

0^ヤ 10 cm

0 l 0 0 0 0 0 0

61.3 36.7 100,0

⑤地点
10- 20 cm

0 7 0 1 0 0 0

17.1 29.3 46.3 100.0

3
⑤地点

20～  30 cm

0 0 0 1 0 0 0

40.0 56.0 100.0

⑤地点
30～ 40 cm

0 0 0 0 0

30.0 58.0 100,0

5
⑤地点

40～ 50 om

0 0 0 0 0 0

10.1 81.5 1.7 0.0 100.0

以下余白

注,※ (1)上段 計測粒子数  下段 %
なお各鉱物とその略称は,以下のように対応します。

Ol:カ ンラン石,    Opx:斜 方輝石,      CPx:単斜輝石,      BHo:褐 色普通角閃石,

Cho:緑色普通角閃石,  Opq:不 透明 (鉄)鉱物,  Id:イ デイングサイト,   Zr:ジ ルコン,

Bi:黒雲母,      Ap:ア パタイト,     car iザ クロ石,      VG:火 山ガラス
,
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No
試 料 名

(saln∬ e nalne)

屈折率範囲 (rangc)

鵬帥ｍ

定

数

，

体

個

測

個

ぐ

屈折率最頻値

(mode)

火山ガラス形態

(glass type)
最小 最大

1
①地点

0ヽヤ10 cm

(1.4971)

1.5107

(1,4971)

1.5118

1.4971

1.5113

―― ≦Nd<一 ― H

2
Э地点

10～ 20 cm

1.4968

1.5106

1.4985

1.5■ 2

1.4977

1.5109

―一 ≦Nd<―― H

3 Э地点
20-30 cm

1.5084 1.5112 1.5104 5 ――≦Nd<―― H

4 鯨
３０、．

①
1.4991

(1.5023)
1.5115

３

１

１２

1.510≦ Nd<1.511 H, C

①地点
40～ 50 cln

(1.5000)

1.5094

(1.5000)

1.5117

1.5000

1.5105

１

　

　

２９

1.510≦ Nd<1.5H H, C

①地点
50～ 60 cm

1.4986

1.5093

1.4988

1.5124

1.4987

1.5104

２

　

　

２８

1.510≦ Nd<1.5H H,C

①地点
60-70 om

1.4972

1.5098

1.4984

1.5134

1.4978

1.5110

２

　

　

２８

1.510≦ Nd<1.512 H, C

①地点
70～ 80 cm

l.5099 1.5149 1.5■ 4 1.510≦ Nd<1.512 H, C

①地点
80～ 90 cm

1.5101 1,5150> 1.5119 1.511≦ Nd<1.512 H,C

①地点
90～ 100 cm

(1.4962)

ユ.5096

(1.4962)

1.5130

1.4962

1.5■ 3

１

　

　

２９

1.511≦ Nd<1.512 H, C

火山ガラス屈折率測定結果一覧表

H:扁平型

C:中間型

T:多孔質型
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No
試 料 名

(sarn∬ e nalne)

屈折率範囲 (range) 屈折率
平均値

(mean)

測 定
個体数

(個 )

屈折率最頻値

(mode)

火山ガラス形態

(glass type)
最小 最大

11
①地点

100ヽ-110 om

1.4962

1.5094

1.4991

1.5116

1.4977

1.5107

1.510≦ Nd<1.511 H,C

①地点
110ヽ-120 om

(1.4979)

1.5096

(1.4979)

1,5138

1.4979

1.5■ 5

１

　

　

‐９

1.511≦ Nd<1.512 H, C

①地点
120ヽ-130 cm

1.4986

1.5105

1.4997

1.5■ 7

1.4992

1.5■ 0

―― ≦ Nd<― ― H

①地点
130--140 cm

1.498ユ 1.4986 1.4984 ―一 ≦Nd<一 一 H

①地点
140ヽ-150 cm

1.4979 1.4984 1.4982 2 ―― ≦Nd<―― H

①地点
150ヽ-160 cm

1.4973 1.4991 1.4982 3 ―一 ≦Nd<一 ― H

①地点
160ヽ-170 cm

1.4972 ユ.4977 1.4975 2 ―一 ≦Nd<―一 H

Э地点
170-180 cm

1.4973 1.4982 1.4978 2 ―一 ≦Nd<―― H

Э地点
180ヽ-190 cm (1.4987) (1.4987) 1.4987 l ―一 ≦ Nd<― ― H

Э地 占
【

190～ 200 cm
(1.4976) (1.4976) 1.4976 1 ―― ≦Nd<一― H

火山ガラス屈折率測定結果一覧表

※ H:
C:
T:

扁平型

中間型

多孔質型
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No
試 料 名

(saln∬ e narnC)

屈折率範囲 (range)

鵬鞠ｍ

定

数

，

体

個

測
個

く

屈折率最頻値

(mode)

火山ガラス形態

(glass typC)
最小 最大

Э地点
200～ 210 cm

1.4965 1.4987 1.4976 3 ―一 ≦Nd<― ― H

Э地点
210～ 220 cnl

1.4982 1.4990 1.4986 2 ―一 ≦Nd<― ― H

Э地点
220～ 230 cnl

1.4962 1.4976 1.4969 2 ―― ≦Nd<― ― H

Э地点
230～ 240 cm

0 ―― ≦Nd<―― 火山ガラス検出せず

Э地点
240～ 250 cm

0 ―― ≦Nd<― ― 火山ガラス検出せず

Э地点
250～ 260 cm

0 ―― ≦Nd<― 火山ガラス検出せず

以下余白

火山ガラス属折率測定結果一覧表

※ H:扁平型

C:中間型

T:多子し質型
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No
試 料 名

(saln∬ e nalne)

屈折率範囲 (rangc) 屈折率

平均値

(mcan)

測 定

個体数

(個 )

屈折率最頻値

(mode)

火山ガラス形態

(glass type)
最小 最大

1
②地占

【
0～ 10 cm

1.4977

1.5096

1.4985

1.5113

1.4981

1.5103

―― ≦Nd<―― H

2
②地′ヽ

10～ 20 cm

1,4975

1.5098

1.4981

1.5125

1.4978

1.5108

1.510≦ Nd<ユ .5■ H, C

3
②地点

20～ 30 cm

1.4977

1.5090

1.5006

1.5130

1.4991

1.5108

４

　

　

１６

1.510≦ Nd<1.511 H, C

4
②地点

30-40 cm

(1.4959)

1.5087

(1.4959)

1.5124

1.4959

1.5105

１

　

　

２０

1.510≦ Nd<1.5」 H, C

5
②地点

40-50 cm

(1.4981)

1.5091

(1.4981)

1.5124

1.4981

1.5104

１

　

　

２９

1.510≦ Nd<1.511 H,C

6 ②地点
50～ 60 cm

1.5088 1.5126 1.5106 1.5■ ≦Nd<1.512 H, C

7
②地点

60～ 70 cn

(1.4969)

1.5089

(1.4969)

1,5125

1.4969

1.5108

１

　

　

３０

1.511≦ Nd<1.512 H, C

8
②地点

70～ 80 cm

(1.4967)

1.5096

(1.4967)

1.5153>

1.4967

1.5115

１

　

　

３０

1.511≦ Nd<1.512 H, C

9
②地点

80-90 cm

(1.4986)

1.5094

(1,4986)

1.5141

生。4986

1.5116

１

　

　

３０

1.510≦ Nd<1.512 H,C

②地点
90-100 cm

(1.4989)

1.5104

(1,4989)

1.5121

1.4989

1.5Hl

―― ≦Nd<一一 H

火山ガラス屈析率測定結果一覧表

H:扁平型

C:中間型

T:多孔質型
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No
試 料 名

(sarn∬ e narne)

屈折率範囲 (range)

鵬勘的

測 定
個体数

(個 )

屈折率最頻値

(mode)
火山ガラス形態

(glass type)
最刻 最大

Э地点
100-110 cm

1.4980 1.4988 1.4984 ――≦Nd<―― H

②地点
110-120 cm

1.4962 1.4980 1.4969 3 ―― ≦Nd<― ― H

以下余白

火山ガラス屈析率測定結果一覧表

※ H:扁平型

C:中間型

T:多孔質型
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No
試 料 名

(sarn∬ e narne)

屈折率範囲 (range)

隣勘ｍ

定

数

，

体

個

測

個

く

屈折率最頻値

(mode)

火山ガラス形態

(glass type)
最小 最大

1
⑤地点

0～ 10 cm

(1.4990)

1.5090

(1.4990)

1.5147

1.4990

1.5112

１

　

　

３０

1.5H≦ Nd<1.512 H,C

2
⑤地点

10～ 20 om

(1.4991)

1.5100

(1.4991)

1.5128

1.4991

1.5112

１

　

　

３０

1.511≦ Nd<1.512 H, C

3
Э地点
20-30 cm

(1.4994)

1.5090

(1.4994)

1.5150

1.4994

1.5117

１

　

　

３０

1.511≦ Nd<1.512 H, C

4
Э地点

30～ 40 cm

(1.4989)

1,5095

(1.4989)

1.5141

1.4989

1.5■ 6

１

　

　

３０

1.511≦ Nd<1.512 H, C

5
Э地点
40-50 cm

(1.4986)

1.5080

(1.4986)

1.5130

1.4986

1.5104

１

　

　

３０

1.500≦ Nd<1.501 H, C

以下余白

火山ガラス屈折率測定結果一覧表

※ H:扁平型

C:中間型

T:多孔質型
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第 1-1表 井手東 I遺跡 1地点

*1 各鉱物とその略称は以下のように対応します。

ol;カ ンラン石 Opx;斜 方輝石  Cpx,単斜輝石  GHo;緑色普通角閃石  BHo;褐色普通角閃石

Bi;黒雲母   Gar;ザクロ石  Zr;ジ ルコン   Id;イ ディングサイト  opq;不透明鉱物

*2 PO含有はプラント・オパールの合有量 (%)を 示します。

*3 火山ガラス型とその略称は吉川 (1976)に従い以下のように対応します。

Ha,IIb i扁平型 (バブル・ウォール型) Ca.cb;中間型 (軽石型) 駒.恥 ;多孔質型 (軽石型.繊維状型)

*4 なお,吉川 (1976)以外のガラス型について次の略称を用います。

Sg iス コリア質ガラス  It i不 規則型

[属折率値頻度分布]

通
番 試 料 名 靭

韮
り

粒度組成 (宜 ) 鉱物 ガラス組成 (%)

驀霧零
鉱物および ポ

舗
∽

キ
3■4

主要火山ガラス型

付
泳
無

色
が
有

砂粒分 (mesh szc) 粘上分
<250

火山
ガラス 重鉱杉 l■鉱杉

>60 ～ 120 ～250

0- 10cm
10- 20cm

20-30cm
30-40cm
40-50cm

24.6

27.6

26.8

23.5

23.2

13.8

150
11.1

1.0

1.1

2.5

28
28
0.5

06

1,9

2.2

2.1

1.1

1.8

6.3

77
108
20,9

197

0.1

0.1

0.1

1.0

4.0

0.2

0,3

02
0.5

10

〕Ho Opq Ztt Bi

〕Ho Opq ztt B,

〕Ho Opq Ztt Opx

3Ho Opq Zi Opx

),q GHo.Zt Opx.BHo

十

＋

＋

９

１８

Jb.Cb.

lb Cb Ha

lb Cb■ Ca
lb Cb■ Ca
ib Cb Ha

十

+
+
+
+

６

７

８

９

１０

50-60cm
60- 70cm

70-80cm
80-90 cm

90-100 cm

22 3

22 8

21.1

178
18,7

0.2

0.3

0.2

04
0.2

0,6

0.8

0.7

1.4

0.9

2.4

3.8

3.0

36
2.9

19.1

18.0

17.2

12.5

14,7

5.0

100
37.0

69 0

4.0

0.5

08
0.8

07
0,7

94.5

89 2

62.2

30 3

95,3

),q GHo.Zi OPx

)Pq GHo.Zr Opx

)Pq GHo OPx ZL

瓶 Opx GHo Cpx Ap Zr BI

)っQ GHo.0っx Zi

７

９

１２

２

５

lb Cb Ha Ca lt

ib Cb Ha Tb Ca lt

ib Ha Cb Tb Ca Ta

12 Hb Cb Ca Ta Tb

ib Cb

十

+

+
+
+

(No.) ユ 3 4 5 6 7 8

試  料  名

1.495=<Nd<1.496

1.496=<Nd<1.497

1.497=<Nd<1.498

1.498=<Nd<1.499

1.499三 <Nd<1.500

1.500=<Nd<1.501

1.501=<Nd<1.502

1.502=<Nd<1.503

1.503=<Nd<1.504

1.504=<Nd<1.505

1.505=<Nd<1.506

1.506=<Nd<1.507

1.507=<Nd<1.508

1.508=<Nd<1.509

1.509=<Nd<1.510

1.510=<Nd<1.511

1.511=<Nd<1.512

1.512=<Nd<1.513

1.513=<Nd<1.514

1,514=<Nd<1.515

0

0

1

0

0

0

1

0

1

0

0

0

0

0

0

0

1

0

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

7

16

4

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

1

0

1

0

0

0

0

7

0

0

0

0

9

0

0

0

0

3

0

0

0

0

2

0

0

0

0

0

1

1

0

0

0

1

2

0

0

0

2

2

0

0

0

8

2

0

0

0

16

6

0

0

0

12

6

1

0

0

11

11

2

1

0

11

11

3

1

2

5

14

7

1

2

l
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第 1-2表 井手東 I遺跡 1地点

*1 各鉱物とその略称は以下のように対応します。

01,カ ンラン石 Opx;斜 方輝石  CPx;単斜輝石  GHo;緑色普通角閃石  BHo;褐色普通角閃石

Bi;黒雲母   Gar;ザクロ石  Zr;ジ ルコン   Id;イ ディングサイト  opq;不透明鉱物

*2 PO含有はプラント・オパールの合有量 (%)を示します。

*3 火山ガラス型とその略称は吉川 (1976)に従い以下のように対応します。

Ha.IIb;扁 平型 (バブル・ウォール型) Ca.cb;中間型 (軽石型) Ta.Ъ ;多孔質型 (軽石型.繊維状型)

*4 なお,吉川 (1976)以外のガラス型について次の略称を用います。

Sg;ス コリア質ガラス  It i不 規貝J型

[屈折率値頻度分布]

通
番 試 料 名 靭

嚢
⑭

粒度組成 ( 鉱物・ガラス組 成 (%】

需霧尋
鉱物および Poi2

含有
(%)

*3孝 4

主要火 山 ガラス型

色付
方
｀
ラス

有無
砂粒分 (mcsh size)

贈御
火山
ガラス 重鉱物 ll鉱物

>6( ～120 ～250

100-110cm
l10-120cm
120-130 cm

130-140cm
140-150cm

15.0

13.6

15.2

19,6

20.6

0.0

0.0

0.1

0,0

0.0

0,0

0.1

0.1

0.0

0.1

0.4

0.5

0.4

1.0

0.9

14 6

13.1

14.6

18.5

19.6

20
2.0

05
02
0.2

0.5

0.3

0.3

02
0.2

97.5

97.7

99,2

99.6

99.6

)pq GHo な Opx
)pq GHo Opx Zh

)pq GHo ZI BI

)Pq Zi GHo Opx Bi

)pq GHo.Bi

9

4

1

1

1

Ib Cb Ha

lb Cb Ha.

lb Cb

lb,Cb.

玉b Cb

十

+
+

150-160cm
160-170cm
170-180cm
180-190cn
190-200cm

20.0

18.8

20.9

20.5

21.1

0.1

0。 1

0.3

0.6

0.4

0.2

0.1

0.3

0.5

0.4

1.4

1.3

2.7

3.0

3.3

18.3

17.2

17.5

16.5

17.0

0.1

0.1

0.1

0.1

+0.0

0.2

0.1

0.2

0.1

0。 1

99,7

99.8

99,7

99 8

99,9

)pq GHo.

)pq GHo盈
)Pq Z■ GHo Bi
Zr Opq GHo Bi

JHO Zr ODC

1

+
+
十

+

玉b.Cb

ib.Cb.

lb.Cb

t Hb Cb

t Hb

一　

一
　

一　
＋

＋

(No.) 11 17

試  料  名

1.495=<Nd<1.496

1.496=<Nd<1.497

1,497=<Nd<1.498

1.498三 <Nd<1.499

1.499=<Nd<1.500

1.500=<Nd<1.501

1.501=<Nd<1.502

1.502=<Nd<1.503

1.503=<Nd<1.504

1.504=<Nd<1.505

1.505=<Nd<1.506

1.506=<Nd<1.507

1.507=<Nd<1.508

1,508=<Nd<1.509

1.509=<Nd<1.510

1.510=<Nd<1.511

1.511=<Nd<1.512

1.512=<Nd<1.513

1.513=<Nd<1.514

1.514=<Nd<1.515

0

1

0

0

1

0

0

1

0

0

0

0

0

1

1

0

0

0

2

0

0

0

1

1

0

0

0

1

1

1

0

0

2

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

1

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

3

0

0

0

4

9

3

2

0

2

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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第 1-3表 井手東 I遺跡 1地点

通

番 試 料 名 靭
野
⑭

粒度組成 (g〕 鉱物 ガラス組成 (%)

蒜影零
鉱物および ぽ

筋
∽

主要火山ガラス型

付
メ
無

色
が
有

砂粒分 (mesh �zc) 粘上分
<250

火山
ガラス 重鉱杉 軽鉱物>60 ヽ120 ヽ250

２‐

２２

２３

２４

２５

一
２６

200-210cm
210-220cm
220-230clll

230-240cm
240-250 cm

250-260 cm

22 0

23.0

22 4

24.4

23.6

23,6

08
05
0.5

110
60

05
0.4

02
4.3

9.8

8.2

104
93
26
44
52

125
117
12.3

6.6

3.4

0.1

01
0.1

00
00

0.2

0.3

0.5

0.2

0.3

99.7

99.6

99 4

99,8

99 7

3Ho Opq Zr Bi

3Ho Opq Zr Ap Bi

3Ho Opq Zr Ap Bi

3Ho Opq Zr Opx 8i

ィHo Opq Zr Bi

十

+
lb Cb Ha

ib Ha Cb

lb Cb Ha

lb Cb

Eb

10,3 0.2 Ho Opq Zr Bi Jb Cb

*1 各鉱物とその略称は以下のように対応します。

01,カ ンラン石 Opx i斜方輝石  CPx,単斜輝石  GHo i緑色普通角閃石
Bi;黒雲母   Gar iザクロ石  Zr;ジルコン   Id iイ ディングサイト

BHo;褐 色普通角閃石

Opq;不透明鉱物
*2 Po含有はプラント・オパールの含有量 (%)を示します。
*3 火山ガラス型とその略称は吉川 (1976)に従い以下のように対応します。

Ha.Hb i扁 平型 (バブル・ウォール型) ca cb;中間型 (軽石型) Ta.Ъ ;多孔質型 (軽石型.繊維状型)

*4 なお,吉川 (1976)以外のガラス型について次の略称を用います。

Sg iス コリア質ガラス  It,不規則型

(No)

試  料  名

1.495=<Nd<1.496

1.496=<Nd<l。 497

1.497三 <Nd<1.498

1.498三 <Nd<1.499

1.499=<Nd<1.500

1.500=<Nd<1.501

1.501=<Nd<1.502

1.502=<Nd<1.503

1.503=<Nd<1.504

1.504=<Nd<1.505

1.505=<Nd<1.506

1.506=<Nd<1.507

1.507=<Nd<1.508

1.508=<Nd<1.509

1.509=<Nd<1.510

1.510=<Nd<1.511

1.511=<Nd<1.512

1.512=<Nd<1.513

1.513=<Nd<1.514

1.514三 <Nd<1.515

[屈折率値頻度分布]
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第 2-1表  井手東 I遺跡 1地点

*1 各鉱物とその略称は以下のように対応します。

ol;カ ンラン石 Opx;斜方輝石  Cpx,単斜輝石  GHo;緑色普通角閃石  BHo i褐色普通角閃石

Bi;黒雲母   Gar iザ クロ石  Zr;ジルコン   Id;イ デイングサイト  Opq;不透明鉱物

*2 PO含有はプラント・オパールの含有量 (%)を示します。

*3 火山ガラス型とその略称は吉川 (1976)に従い以下のように対応します。

Ha.IIb i扁平型 (バブル・ウォール型) Ca.cb;中間型 (軽石型) 駒.Ъ ;多孔質型 (軽石型.繊維状型)

*4 なお,吉川 (1976)以外のガラス型について次の略称を用います。

sg;ス コリア質ガラス  It i不 規則型

[屈折率値頻度分布]

通

番 試 料 名 鞍
襲
ｕ

粒度組成 (貿 ) 鉱41y,ガ ラス細成 (%)

需霧壽
鉱物および ぎ

舗
∽

主要火山ガラス型

付
泳
無

色
が
有

砂粒分 (mesh sizc)

膀御
火山
ガラス 重鉱杉 隆鉱骸

>60 ～120 ～250

0-10cm
10-20 cm

20- 30cm
30-40cm
40-50cm

25,9

24.5

22.0

22.1

22.0

22.3

22,7

22.1

23.5

23.0

2.7

1.7

0.6

07
03

1.9

1.2

04
0.4

0.2

4,9

29
1.0

1.0

12

16.4

18 8

20.1

20.1

20 3

0.2

0.8

2.0

2.0

3.0

0.2

03
0.5

2.0

2.0

99 6

98,9

97.5

96.0

95.0

】Ho な Opq

〕Ho Opq Z■ Opx

)pq GHo Zr

)pq GHo OPx Zr BHo.

)pq GHo,Opx ZI

２

５

１２

２３

３２

Ib Cb.Ha

lb,Cb Ha

lb Ha Cb

lb Cb Ha

lb Ha Cb Ca

十

+
+
十

+

６

７

８

９

Ю

50- 60cm
60- 70cm
70-80cm
80-90cm
90-100cm

0.1

0.1

01
0.3

2.0

0.2

02
0.5

1.3

2,7

1.5

2,0

1,9

3.8

34

20.5

20.5

19.6

18.1

15 0

5.0

6.0

32.0

80
2.0

10
1.0

1.0

0.5

0.5

94.0

93 0

67.0

91.5

97.5

)pq GHo Zi Opx

)pq GHo OPx Zr

)pq GHo Opx CPx Zi
)pq GHo Opx,

)っQ GHo Zi Opx

19

8

8

5

2

Ib Ha Cb Ca

」b Cb Ha Ca■
lb Cb Ha Ca恥
lb Cb Ha Ca

ib Ha

+
+
+
+
+

(No.) 1 3 4 5 6 7 8 9

試  料  名

1.495=<Nd<1.496

1.496=<Nd<1.497

1.497=<Nd<1.498

1,498=<Nd<1.499

1.499=<Nd<1.500

1.500=<Nd<1.501

1,501=<Nd<1.502

1.502=<Nd<1.503

1.503=<Nd<1.504

1.504=<Nd<1.505

1.505=<Nd<1.506

1.506=<Nd<1.507

1.507=<Nd<1.508

1.508=<Nd<1.509

1.509=<Nd<1.510

1.510=<Nd<1.511

1.511=<Nd<1.512

1.512=<Nd<1.513

1.513=<Nd<1.514

1.514=<Nd<1.515

0

0

1

1

0

0

0

1

1

0

0

0

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

0

0

0

1

5

0

0

0

0

10

0

0

0

2

6

0

0

0

1

4

0

0

0

0

1

0

0

0

0

2

1

1

0

0

0

5

0

2

0

0

10

3

1

1

0

9

4

1

0

0

12

6

1

0

0

10

10

2

0

0

10

13

2

0

0

9

13

5

0

1

9

9

5

4

1

1
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第2-2表 井手東 I遺跡 1地点

通

番 試 料 名 鞭
嚢
くｇ，

粒度組成 (質 ) 鉱物 ガラス組成 (%)

需毒零
鉱物および ぎ

舗
∽

主要火山ガラス型

付

泳

狂
ヽ

色
が
有

砂粒分 (mcsh sizc) 勤
２５０

粘

＜
火山
ガラス 重鉱抄 郎 妍 助

>60 ヽ120 ヽ250

100-110cm
110-120cm

2.0

0.9

3.ユ

24
0.2

0,2

0.3

0.3

99.5

99.5

)Pq GHo盈
)pq GHo.Zi

十

＋

lb Cb.

lb Ca Cb lt

*1 各鉱物とその略称は以下のように対応します。

ol;カ ンラン石 Opx;斜 方輝石  CPx;単斜輝石

Bi;黒雲母   Car;ザ クロ石  Zr iジルコン

GHo;緑色普通角閃石  BHo;褐色普通角閃石

Id;イ ディングサイト  opq;不透明鉱物

*2 PO含有はプラント・オパールの合有量 (%)を示します。

*3 火山ガラス型とその略称は吉川 (1976)に従い以下のように対応します。

Ha,Hb;扁平型 (バブル・ウォール型) ca.cb;中間型 (軽石型) Ta.Tb i多孔質型 (軽石型.繊維状型)

*4 なお,吉川 (1976)以外のガラス型について次の略称を用います。

Sg iス コリア質ガラス  It i不 規則型

(No.)

試  料  名

1.495=<Nd<1.496

1.496=<Nd<1.497

1.497=<Nd<1.498

1.498=<Nd<1.499

1.499=<Nd<1.500

1.500=<Nd<1.501

1.501=<Nd<1.502

1.502=<Nd<ユ .503

1.503=<Nd<1.504

1.504=<Nd<1.505

1.505=<Nd<1.506

1.506=<Nd<1.507

1.507=<Nd<1.508

1.508=<Nd<1.509

1.509=<Nd<1.510

1.510=<Nd<1.511

1.511=<Nd<1.512

1.512=<Nd<1.513

1.513=<Nd<1.514

1.514=<Nd<1.515

[屈折率値頻度分布]
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*2 PO含有はプラント・オパールの含有量 (%)を 示します。

*3 火山ガラス型とその略称は吉川 (1976)に従い以下のように対応します。

Ha Hb;扁平型 (バブル・ウォール型) Ca.cb i中 間型 (軽石型) Ta Ъ ;多孔質型 (軽石型.繊維状型)

*4 なお,吉川 (1976)以外のガラス型について次の略称を用います。

Sg,ス コリア質ガラス  h;不 規則型

[屈折率値頻度分布]

(Nor)

第 3表 井手東 I遺跡 1地点

ol;カ ンラン石 Opx;斜 方輝石  CPx;単 斜輝石

Bi;黒雲母   Gar iザクロ石  Zr iジルコン

試  料  名

1,495=<Nd<1.496

1.496=<Nd<1.497

1.497=<Nd<1.498

1.498=<Nd<1.499

1.499=<Nd<1.500

1.500=<Nd<1.501

1.501=<Nd<1.502

1.502=<Nd<1.503

1.503=<Nd<1.504

1.504=<Nd<1.505

1.505=<Nd<1.506

1.506=<Nd<1.507

1.507=<Nd<1.508

1.508三 <Nd<1.509

1.509=<Nd<1.510

GHo;緑色普通角閃石  BHo;褐色普通角閃石

Id;イ ディングサイト  opq;不透明鉱物

1.510=<Nd<1.511

1.511=<Nd<1.512

1.512=<Nd<1.513

1.513=<Nd<1.514

1.514=<Nd<1.515

通

番 試 料 名 靭
礎
ぐｇ‐

粒度組成 (富 ) 鉱物 ガラス組成(%)
主要重鉱物および
備考

・I

ぽ
舗
∽

▼
3ネ 4

主要 火 山 ガ ラス型

付
泳
無

色
が
有

砂粒分 (mcsh dzc)

膀御
火山
ガラス 重鉱物 軽鉱物

>6( ～120 ～250

0-10cm
10-20cm
20-30 cm

30-40 cm

40-50 cm

24 3

21.9

21.5

21.6

21.0

0.4

02
02
0.2

01

0.4

0.2

0.7

0.6

0.ユ

2.1

0.9

1.9

1,1

0.4

21.3

20.6

18.8

198
20.5

5.0

25,0

93.7

78 0

23 0

0.7

05
0.3

10
1.0

94.3

74.5

6.0

210
76,0

3Ho Opq Opx

〕pq GHo Opx Zr BHo

〕pq Opx GHo

〕pq Opx GHo CPx Zr

〕pq Opx GHo Zi

lb Cb Ha Ca

ib Ha Cb Ca

ib Ha Cb Ca lt h Ta

lb Ha Cb Tb Ca Ta lt

ib Ha Cb Ca Tb lt

十

+
十

+
+

*1 各鉱物とその略称は以下のように対応します。
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顕微鏡写真集



右ページ写真図版の凡例

重 鉱 物

ol:カ ンラン石

Opx:斜方輝石

CPx:単斜輝石

GHo:緑色普通角閃石

BHo:褐色普通角閃石

Opq:不透明鉱物

Id:イ デイングサイ

Zr iジルコン

Bi:黒雲母

Ap:ア パタイ ト

Gar iザクロ石

そ  の 他

CVG:色付火山ガラスVG:火山ガラス

Po:プラント・オパール

*但し,写真倍率は焼付ごとに毎回多少の違いが生じるが,

およそ90～ 93倍程度である。
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鶴
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十
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=ぐ

重麟
峰
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右ページ写真図版の凡例

重 鉱 物

ol:カ ンラン石      H:イ デイングサイト

0,x:斜方輝石      Zr iジ ルコン

Cp文 :単斜輝石      Bi:黒 雲母

GHO i緑色普通角閃石   Ap:アパタイト

BHo:褐色普通角FARtt   Car:ザ クロ石

Opq:不透明鉱物

そ の 他

VG:火山ガラス     CVG:色 付火山ガラス

Po:プラン
.卜 ・オパー,レ

*但し,写真倍率は焼付ごとに毎回多少の違いが生じるが,

およそ90～ 93倍程度である。
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井手東 I遺跡

機

簸

一爛
・

綾
―

1嬢
―

轟

］

ぜ

一鞠

②地点 10～ 20cm

髯Ⅲ艶Ⅲi

く iォ

⌒  .,VG● 11vG

②地点 70～ 80cm

0囀巖|

¶
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②地点 90～ 100cm



右ページ写真図版の凡例

重 鉱 物

01:カ ンラン石      Id iイ ディングサイト

Opx:斜方輝石      ZF iジルコン

Cpx:単斜輝石      Bi:黒 雲母

GHo:緑色普通角閃石   Ap:アパタイト

BHo:褐色普通角閑石   Car iザクロ石

Opq:不透明鉱物

そ の 他

VG:火山|ガラス     CVG:色 付火山ガラス

PO:プラント・オパール

*但し,写1真倍率は焼付ごとに毎回多少の達いが生じるが,

およそ90～ 93倍程度である。
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井手東 I遺跡
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第 3節 井手東 I遺跡におけるプラント・オパール分析

外 山 秀 一

1. tま じめに

高松平野を北流 して瀬戸内海に注 ぐ香東川は,こ れまでに度重なる河道の変遷を経てきたと

みられ,空中写真等で確認できる河川の流路変遷の様子から,17世紀初めの河川改修以前の

平野の状況を知ることができる。それは平野の扇状地帯の地形にも顕著にあらわれてお り,旧

河道や浅谷状の微凹地が細長 く帝状に連続 して発達するとともに,自然堤防状や中州状の微高

地が点在 している。また,こ れまで平野で実施された発掘調査では,風化 した花筒岩の基盤層

の上に厚 く堆積 した砂礫層が地表面下数mの ところで確認されている。

国道11号高松東道路の建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査は,平野のこうした扇状地の地形

を横断して,上天神,大田下 。須川,蛙股,居石,井手東 I,井手東 Ⅱ,浴 。長池Ⅱ,浴・長

池,浴 。松ノ木,林 。坊城,六条・上所,東山崎・水田等の各遺跡で進められている。そこで

は,埋没した旧河道と自然堤防状や中州状の微高地が東西に連続 して確認される。

今回,分析の対象とした井手東 I遺跡 (第 1図 )(1)に おいても,埋没旧河道と微高地が南西

～北東方向に配列しており,前者は北東部にある大池に向かって発達している。また,発掘調

査区の現地表面の微起伏も同方向に緩く傾斜しており (本文編第 6図 ),地表面の傾斜に対応

第 1図  遺跡の分布 (高松市教育委員会・建設省四国地方建設局1994)
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した埋没微地形の状況となっている。

当遺跡では,植生環境や土地条件の変化,土地利用の検討を目的として,A・ B・ Fの各地

点で採取した試料のプラント・オパール分析をおこなった (第 2図 )。 ここでは,埋没微地形

や,地層の堆積状況,分析の結果などを踏まえながら,当遺跡の立地とその環境の変化につい

て検討する。

又
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Ｂ
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郷
性
必
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ヽ
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Ｒ
ち
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ヽ
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ｋ
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Ｒ
ち
Ｂ

ｋ
ヽ
Ｒ
惨
。
。

第 2図 試料採取地点 (本文編第 7図 に加筆)

2.地層の堆積状況と試料の採取

発掘調査の結果,当遺跡の西側ではほぼ南西～北東方向に幅約 8mの河道跡や濤状遺構が検

出されており,分析用の試料はこうした旧河道の連積層ならびに後背低地の構成層を対象とし

た。なお,試料採取地点の層序は発掘調査区内の基本土層と若干異なることがあり,ま た細分

化される層準もみられる。

A地点は調査区西側の拡張区の南壁にあたり,地層は約100cmほ ど掘り込んだ旧河道を埋積

している (第 3図 )。 地表面下約50～ 160cmま での地層は3a～③b層 の10層 に細分されるが,

これは10b層 のテフラを挟んで,概ね上位の砂質シルト・シルト層と下位の細砂 。中砂,砂

質シルトとに分けられる (第 1表 )。 全般的には黒灰色から暗灰色を呈して有機質に富み,⑥
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A地点 B地点

標高ml深度cln i層 名 1試料

72 1 12a l黒褐色砂質シルト 植物片混入    l ①
78  トーーー………Ⅲ…………………………………………………………………………………………………Ⅲ…………………

:!|お bi暗黄灰色砂質シル ト 植物片混入
 13

95  1-― ―――-1-――――――――一――――――――――――――………………………………Ⅲ…………………

馬|お
bi職灰色カレト質編砂  18

111 1………Ⅲ…………∵一―――一一一………………+―十一

112 1 19a i黒褐色シル ト            i ⑥

l14 1‐‐―‐―‐―‐‐■…………‐ ―― ――一一―………………‐ ‐―‐‐‐Ⅲ… ………

胡 I Dbi願色カレト質翻 l⑦
l①

124   1-― ――――
|―
一――――――一一―………………………………………………………―…………Ⅲ…………………

126 1 20a l黒 褐色シルト 炭化物混入      l ③

128 1-―……|―――一―――一―――一―――――――→――一―…

130 1 20b i暗 黄灰色細砂            l ⑩
132  1-―――……

1‐
‐………………………―――――――――――――――――…………………………|…………………

133 1 21a i黒 褐色シルト 炭化物混入      i ①
135 1-――|…………………………―……………………Ⅲ…………

137 1 21b i暗 黄灰色細砂            l ⑫137 1 21b i暗 黄灰色細砂            i ⑫
138  卜………………Ⅲ…………………………………………………………………………………………………Ⅲ………………‐

140 i22a l黒褐色シルト・細砂互層炭化物混入  | 〇
144  1-―――――‐

|‐
――――――――…………………………………………………………………………Ⅲ………………‐

146 1 23a l黒 褐色シルト植物片・炭化物混入   i ⑭
149 Ⅲ………|…………―――――――――――――十一…Ⅲ…

151 i23b l暗黄灰色シルト 炭化物混入     l ⑮

153  Ⅲ………………J ――――一―………………………………………………………………………………Ⅲ…………‐

155 1 24a l暗 灰色シルト 炭化物混入      l ⑮
157  Ⅲ………………‐キー………………………………………………………………………………………………Ⅲ………………

163 1 24b i暗 黄灰色シルト 植物片混入     i ⑫
165 Ⅲ………キー……………………………………………………Ⅲ………‐

!:ち  1 25b i暗
黄灰色細砂～中砂          1 冦

F地点

標高m 層 名 相 謝
一
①4

14

22

24

26

31

33

35

37

51

53

67

69

71

73

75

77

79

81

86

88

99

101

103

121

124

126

128

134

186

141

143

145

147

149

155

157

160

161

163

168

170

177

暗褐灰色シルト質中砂

lb 暗黄橙色シルト質中砂 ②

10b 灰白色火山灰

黒灰色シル ト 材化石混入

材化石混入

暗灰色シルト 炭化物混入

暗褐灰色シルト 植物片混入

黒褐色シルト

暗黄灰色シルト

25b 暗黄灰色細砂

第 1表 地層の堆積状況と試料の採取

-71～ 72-



a層では材化石を混入する。テフラ層はレンズ状に堆積し,約 10cm前後で比較的厚い。なお,

プラント・オパールの分析は,こ うしたテフラ層を含む10層 を対象として計12試料について

おこなった。このうち,土壌層のa層 では各層の上部より,非土壌層のb層では下部より,ま

た5a層 と③a層では上部と下部より採取した。

サンプリィグ地点 8

第 3図 地層の堆積状況 A地点

B地点は,調査区を南北に掘 り残したベル トの北側にあたる (第 4図 )。 地表面下約200cm

まではほぼ水平方向の地層の堆積状況がみられ,こ のうち70～ 180cmま での地層は12a層か

ら25b層 の15層 に細分される (第 1表)。 全般的には,黒褐色や暗灰色,暗黄灰色のシル ト層

や細砂層からなる。なかでも,下位の 19～ 24層 にかけては両者の薄層が互層をなし,ラ ミナ

が顕著に発達するとともに植物片や炭化物を混 じえる。また,25b層の下位には砂礫層が厚

く堆積する。分析用の試料は,土壊層の a層では各層の上部より,非土壌層の b層では下部よ

り,ま た16b層 と18b層 ,19b層,25b層では上部と下部より計 19を採取した。

サンプリング地点
↓

1200m

l150m

l100m

第 4図 地層の堆積状況 B地点 (付図4に 加筆)
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F地点は,調査区北西端をほぼ南北に走る溝状遺構 (SD19)と 旧河道にあたり (第 5図 ),

全般的には有機質層からなる。地表面下約 180cmま での地層は la層から25b層の20層 に細

分される (第 1表 )。 層序は,下位より細砂層,シル トと砂質シル ト層,テ フラ層 となり,テ

フラ層より上位では粘土,シ ル ト,シ ル ト質中砂と堆積状況の変化が著しく,同層より下位で

は材化石や植物片,炭化物を混入する。テフラ層は,層厚 5～ 10cmで ほぼ水平に堆積 してい

る。なお, 8層 より上位は削平を受けており, 8b層 を直接 3a'層が覆う。また, 13～ 15層

は16～ 里1層 を切 り込んだ濤状遺構内に堆積 している。分析用の試料は,北側の断面から採取

したもので計25に なる。なお,試料は他地点と同様に,土壌層の a層 では各層の上部より,

非土壌層の b層 では下部より,ま た 3a'層 と9a層 ,12a層 ,15a層 ,22a層 では上部 と下

部より採取した。

サンプリング地点
↓

1200m
l150m

l100m

※本文中SD16土 層図参照

第 5図 地層の堆積状況 F地点 (付図4に 加筆)

3.分析の方法

定量分析法による試料の処理は,絶対乾燥―重量測定・仮比重測定―ガラス・ビーズの混入

一ホモジナイザーによる分散―ス トークス法による細粒物質の除去―乾燥の順序でおこない
,

オイキット液によリプレパラー トを作成 した。プラント・オパールの分類学的検討は,400倍

の偏光顕微鏡下で,主にイネ科の機動細胞プラント・オパールの形態分類に基づいておこなっ

た。

そして,検出されたガラス・ビーズ (300イ固)と プラント・オパールとの比率から,試料 l

gあたりの各プラント・オパールの個数ならびに総数を求めた。さらに,イ ネ,ヨ シ属,ウ シ

クサ族ならびにタケ亜科の機動細胞プラント・オパールについては,地上部全ての重さ (乾物

重)を層厚 l cm・ 面積 10aあ たりの検出量で示した。

なお,火山の噴火によって降灰 した火山ガラスの出現傾向を,地表で生成されたプラント・

オパールと直接比較することはできないが,地層中の火山ガラスの含有状況と出現傾向を検討

するために,こ こではプラント。オパールと同一の基準で示した。

-74-



4.結 果

(1)A地点 (第 6図,第 2表 )

主に機動細胞プラント・オパールの層位的な検出状況に基づき,ま た土地条件の変化を

踏まえて,プラント・オパール群集帯 (PO帯)を 下位よりa～ c帯に区分 した。さらに

a帯 を al～ a4帯に, c帯をcl～ c3帯に細分した。各帯の特徴は以下のとおりである。

a帝 (試料 7～ 12)

al帯 (試料 12)では,全般的に検出数と量は少なく,ウ シクサ族が僅かに確認される

のみである。 a2帯 (試料ユ1)になると検出総数の増加がみられ,ネザサ節型をはじめと

するタケ亜科が多くなる。 a3帯 (試料 9。 10)ではヨシ属が増えるとともに,タ ケ亜科が

増加傾向を示す。 a4帯 (試料 7・ 8)に なるとタケ亜科をはじめとして検出総数の増加

がみられる。

b帯 (試料 6)

プラント・オパールの検出総数が急減する一方で,火山ガラスが急増する。

c帯 (試料 1～ 5)

cl帯 (試料 5)では火山ガラスが急減 し,ウ シクサ族やタケ亜科をはじめとして検出

数と量が増加する。 c2帯 (試料 2～ 4)になると,ヨ シ属とタケ亜科に代表されるように

検出総数が急増し,ウ シクサ族は安定した出現傾向を示す。 c3帯 (試料 1)で は検出数が

全般的にやや減少する。

層名 謝
需

代
期

時
時

PO帯 プラント・オパールの出現傾向
土地条件の変化 1 地形環境の変化

(試料採取地点およびその近辺)

①

文

期
縄

早

全般的にやや減少

安 旧河道一低湿

微高地―高燥

定

旧
河
道
の
埋
積

②

検出総数の急増
ヨン属 。タケ亜科の急増③

①

⑤ CJ ウシクサ族・タケ亜科の増加 比較 的高燥

⑥ b 検出総数の急減 不 安 定 火山灰の降灰

③ a
⑦ 検出総数の増加

タケ亜科の増加

旧河道
一比較的低湿

微高地
―比較的高燥

徐

々

に

安

旧

河

道

の

埋

積

①

⑥ a ③
ヨン属・タケ亜科の増加

③ b ⑩

① a ① 検出総数の増加
疋

比較 的高燥

① b ⑫ 全般的に僅少 不 安 定

第 2表.環境の変化 A地点
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(2)B地点 (第 7図 ,第 3表 )

全般的には,プラント・オパールの検出数と量に大きな変化はみられず,ヨ シ属の増減

とそれに伴う検出総数の変化が特徴的である。プラント・オパールの層位的な検出状況に

基づく群集帯はa帯のみであるが,検出総数が細かな増減の繰り返しをしており, a]～

a9帯の9亜帯に細分される。

al帝 (試料 18。 19)では,プラント・オパールの検出は極めて少なく,機動細胞とその

他の細胞が僅かにみられるのみである。 a2帯 (試料 16。 17)に なると,ヨ シ属をはじめと

して検出総数が僅かに増える。なお,試料 16では火山ガラスが一時的に増加する。a3帯

(試料 14・ 15)で はヨシ属が増加する。a4帯 (試料 11～ 13)に なると,ヨ ン属にみられる

ように検出総数が増減し,その傾向は上位のa5帯 (試料 9・ 10)においても同様である。

a6帯 (試料 7・ 8)で はヨシ属が減少するとともに,全般的に検出数が減少する。a7帯

(試料 6)に なるとヨシ属が増加するが,それは上位のa8帯下部 (試料 5)で減少し,上

部の試料 4で は再び増加する。a9帯 (試料 1～ 3)で はヨシ属が安定した出現傾向を示

し,ま たタケ亜科をはじめとして検出総数も増加する。
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層名
料

号

試

番
代

期

時

時
PO帯 プラント・オパールの出現傾向

土地条件の変化

(試料採取地点

地形環境の変化

よびその近辺)

①

縄

文

早

期

及

び

そ

れ

以

前

タケ亜科の僅かな増加
ヨシ属の安定した出現傾向

Ita

比

較

的

低

湿

や
や
安
定
と
や
や
不
安
定

の
繰
り
返
し

後

背

低

地

16b
②

③

18b
① 出

総
ヨシ属の減少と増加

⑤

③ 数 ョン属の増加

19b
⑦

③

の
全般的に検出数の減少
ヨシ属の減少増

③
楓

の

錘

ヨシ属の減少と増加
20b ⑩

21a ① り

返

し

ヨシ属の減少と増加

ヨシ属の増加

21b ⑫

22a 〇

23 a ⑭

23b ⑮

⑮
検出総数の僅かな増加

24b ⑫

25b
⑬

全般的に僅少 不 安 定
⑩

第 3表.環境の変化 B地点

(3)F地点 (第 8図,第 4表)

当地点では,地層の堆積状況に対応して,プラント・オパール群集帯は下位よりa～ d帯の

4帯に区分され,さ らにa帯は11亜帯,c帯は2亜帯,d帯は4亜帯にそれぞれ細分される。

a帯 (試料 11～ 25)

B地点と同様に,全般的には検出総数の増減の繰り返しがみられ,それはヨシ属の増減

傾向にほぼ対応している。

b帯 (試料 10)

b帯では検出総数が減少し,かわつて火山ガラスが急増する。

c帯 (試料 7～ 9)

cl帯 (試料 8・ 9)ではタケ亜科をはじめとして検出総数の増加がみられ, c2帯 (試料

7)になるとこれに加えてヨシ属やウシクサ族が増加する。その一方で,火山ガラスが減

少傾向を示す。

d帯 (試料 1～ 6)

dl帯 (試料 6)ではヨシ属が増加する一方で,タ ケ亜科とともに検出総数が急増する。
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その後, d2帯 (試料 4)か らd4帯 (試料 1。 2)にかけて,プラント・オパール

は減少傾向を示す。また,d帯になるとイネが僅かながら確認される。

層名
料

号

試
香

代

期
時

時
PO帯 プラント・オパールの出現傾向

土地条件の変化

(試料採取地点

地形環境の変化

よびその近辺)

①

世

降

近

以

文

期
縄

早

d4
検出総数の減少
タケ亜科の減少,ヨ ン属の増加 軍 ピ毘暴的低湿

宅 坐昆幾的高燥

後  稲

背  の

低  栽

地  培

lb ②

2a' ③ d3 検出総数の急減

④ タケ亜科の減少,ヨ シ属の増加
安

旧河道
―比較的低湿

微高地一高燥定

⑤
di

イネの出現
検出総数の急増
タケ亜科の増加⑥

8b ⑦ ヨシ属・ウシクサ族の増加

軍 堡毘豪的低湿

奄 警昆幾的高燥
旧河道の埋積③

タケ亜科の増加
③

⑩ b 検出総数の減少 不 安 定 火山灰の降灰

① 検出総数の減少

や

や
安

定

と

や
や
不
安

定

の
繰
り

返

し

旧  微

河  高

道  地

|  |

比  比

較  較

的  的

低  高

湿  燥

I日

河

道

の

埋

積

⑫ ヨシ属・タケ亜科の増加

⑬ 検 検出総数の減少

⑭
出

総

粘

ウシクサ族の増加
ヨシ属・タケ亜科の減少と増加13b ⑮

⑮ の_ヨ立!星 _1_■生妥■?増担
⑫ 増

減

タケ亜科の増加
ヨシ属の減少と増加⑬

15a' ⑩
の ゥンクサ族の減少,ヨ シ属・タ

繰 ケ亜科の増加

⑩ リ ョシ属の減少,ウ シクサ族の増加

⑪
返

し ヨン属の減少と増加
⑫

④ ヨシ属の増加

②
al 全般的に僅少 不 安 定

25b ⑮

第4表.環境の変化 F地点

5.考 察

(1)遺跡の立地環境の変化

当遺跡で検出されたテフラは,分析の結果約 6千 3百年前に降灰 したとされる鬼界アカ

ホヤ火山灰 (K―Ah)で あることが確認されている (本編第 4章第 2節 )。 高松平野におい

ては縄文時代の状況を示す遺跡は極めてまれであるが,こ れによつて縄文時代早期および

その前後の時期の状況が明らかになった。ここでは,A・ B・ Fの 3地点の地層の堆積状
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況やプラント・オパール分析の結果から,植生環境や土地条件の変化,土地利用の状況を

みることにしたい。

A地点とF地点ではアカホヤ層を挟在し,ま たB地点は地層の堆積状況から同層より下

位の層準とみなされる。このことから,各地点のプラント・オパール群集帯の a帯層準は

ほぼ同じ時期と考えてよい。

A地点では河道底が③b層 によって一時的に埋積を受けた後,土地条件は徐々に安定し

てゆく。こうした旧河道の埋積の過程において,アカホヤの降灰があったとみられる。そ

の後も旧河道の埋積は続き,低湿で安定した土地条件となる。

B地点の a帯層準は,ア カホヤ層降灰以前の状況を示している。25b層 の堆積後当地

点付近は後背低地となり,比較的低湿で細砂層とシルト層が堆積を繰り返すような状況で

あつたとみられる。とりわけ, 19～ 23層 までは細砂ならびにシルトが数cmの厚さで堆積

を繰り返しており,そ こではラミナが発達するとともに炭化物や植物片を多量に混入して

いる。また,各層のうちのb層 はプラント・オパールの検出数と量が少ないことから,一

時期に堆積したと考えられる。このように,プラント・オパールの検出総数が各層ごとに

増減を繰り返すことから,土地条件は各層の堆積後にはやや安定して比較的低湿となるが,

その後にさらに埋積を受けて不安定となる。

ところで,扇状地を横断して進められる発掘調査においては,自然堤防状や中州状の微

高地と旧河道といった微地形や埋没微地形の配列している場合が多い。F地点もこうした

埋没旧河道にあたり,分析の結果は大地点と同様に旧河道が埋積される過程の状況を示し

ている。25層 は河道底を埋積した洪水層とみられ,一時的な土砂の供給を受けて不安定

な土地条件となっている。その後,旧河道内はやや安定してヨシ属をはじめとする好湿性

の植物が繁茂する比較的低湿な状況となる。こうした土地条件の微変化はその後も継続す

る。他方,周囲の微高地ではタケ亜科に代表される高燥な土地条件が続いたとみられる。

なお,当地点では旧河道のこうした埋積過程において一部で削平を受けており,21層堆

積後に15層 の堆積をみる。しかし,土地条件や植生環境に大きな変化はない。

このように, 3地点の地層の堆積状況とプラント・オパールの出現傾向をみると, a帯

層準ではいずれも各層の上部でヨシ属がやや増加する傾向にある。これは,旧河道や後背

低地が洪水層によって埋積を受けたのち,ヨ シ類など好湿性の植物が繁茂するような安定

してやや低湿な土地条件となるが,その後さらに埋積を受けるという繰り返しをしている

ことによる。

アカホヤ層降灰以前のこうしたF地点の状況は,B地点のa帯層準のそれによく対応し

ているが,同地点とタケ亜科の出現傾向が異なるのは,当時の微地形の違いとともに,微
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高地や上流域からのプラント・オパールの供給が分析の結果に反映されたためとみられる。

アカホヤ層降灰以降も旧河道の埋積は続 くが,その過程においてF地点はさらに削平を

受けたとみられ, 8b層 を直接 3層が覆う。地形環境はその後後背低地に変わり,安定し

た地層の堆積環境となる。なお,当遺跡の分析の結果で土地利用の痕跡が認められるのは,

当地点の3a'層層準からである。同層からはイネが検出されるようになり,旧河道埋積

後のこうした後背低地が生産の場になっていったとみられる。同層の時期は中世以前と考

えられる
(2)が

,時期の詳細については不明である。

なお,高松東道路の発掘調査においては,浴 。長池遺跡
(3),浴 。長池Ⅱ遺跡

(4)で
弥生時

代前期,浴・松ノ木遺跡
(5)で

は同後期の水田址とイネのプラント・オパール
(6)が

,ま た居

石遺跡からは縄文時代晩期の地層からイネのプラント・オパールが検出されている
(7)。

扇

状地帯や自然堤防帯の旧河道や埋没旧河道にはじまり,後背低地や微高地縁辺部に拡大し

てゆくといった初期水田址の時間的 。地形的推移
(8)は

,こ こ高松平野においても同様にみ

られる。今後,扇状地を開析する旧河道や埋没旧河道内から,弥生時代前期初頭さらには

縄文時代晩期末の水田址の発掘される可能性が示唆される
(9)。

また,当遺跡においては,遅 くとも縄文時代早期に遡る旧河道の存在が確認された。高松

平野を線状に発達する旧1可道と埋没旧1可道の多くは,居石
(Ю ),林・坊城

(11),浴 。長池
(り

,

浴 。長池Ⅱ
(お ),井

手東Ⅱ
(14)等

の各遺跡にみられるように,縄文時代晩期以降に形成され

ており,当遺跡は高松平野の扇状地地形の形成過程を探る上で今後注目される。

(2)ア カホヤ火山灰の降灰と植生環境

高松平野におけるアカホヤ火山灰の検出は,当遺跡と蛙股遺跡の2例のみである
い )。

当遺跡では,地表面下70～ 100cmに アカホヤ層の堆積がみられ,A地点とF地点の分析

結果では,火山ガラスの高出現によつて特徴づけられる。ともに,旧河道が埋積される過

程においてテフラの降灰をみるが,こ こではその前後の環境の変化についてみてみたい。

A地点では③a層層準 (a4帯上部),他方F地点では1l a層 層準 (an帯上部)で ,ア

カホヤ降灰前の状況を検討することができる。すなわち,A地点の③ a層 は黒灰色の細砂

。中砂からなり,同層準のプラント・オパール群集帯のa4帯ではタケ亜科をはじめとし

て検出総数が僅かに増加してやや安定し,旧河道内では比較的低湿,微高地では比較的高

燥な土地条件であったことが考えられる。また,F地点の1l a層 は黒灰色のシルト層で,

材化石を混入する。同層準のaH帯では下位の a10帯 にくらべて検出総数は減少するが,

ヨシ属やタケ亜科などが安定した出現傾向を示し,A地点と同様の土地条件であったとみ

られる。

これに対して,ア カホヤ層上位の層準では,両者に環境の違いがみられる。まず,A地
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点の 8a'層 は黒灰色の粗砂混 リシル トからなり,同層準のcI帯ではウシクサ族やタケ亜

科が増加する。これは,ア カホヤの降灰後に旧河道内は比較的高燥な土地条件 となり,ス

スキやチガヤ,さ らにはネザサ節をはじめとするタケ類が繁茂したことを示している。他

方,F地点の 9a層 は黒灰色の砂質シル トで同層準の cl帯ではタケ亜科とともにヨシ属

の増加もみられ,旧河道内では比較的低湿,微高地では比較的高燥な土地条件であったこ

とが考えられる。

また,両地点のアカホヤの堆積状況をみると,A地点ではレンズ状 |こ比較的厚 く堆積し

ており,同層中のプラント。オパールの検出数は極めて少ない。さらに,ア カホヤ層上位

の 8a'層 の火山ガラスの数も急減することから,同層はアカホヤの純層 とみられる。こ

れに対 して,F地点ではアカホヤは層厚 5 cm前後でほぼ水平に薄く堆積している。また,

プラント・オパールの含有はA地点にくらべて多く,さ らに上位の 9a層 とほぼ同様の出

現傾向を示すことから,同層の土壊化がアカホヤ層に少なからず影響を及ぼしているとみ

られる。

なお,火山ガラスは上位の 9a層 下部の試料 9においても多数検出されるが,同層上部

の試料 8では急減することから, 9層堆積時にアカホヤ層の上部を巻き込んでいることが

伺える。また,火山ガラスの数はアカホヤ層の上位層準になるに従い減少する傾向にある。

これは,各層の堆積時に周辺の微高地や上流域の影響を受けているとみられる。

火山のない四国にとつて,ア カホヤやAT(姶良Tn火山灰)な どの広域テフラの検出は,

平野の地形発達史を編む上で重要な時間軸となる。また,当遺跡の発掘によりこうしたテ

フラが扇状地地形のとりわけ旧河道内に埋没していることが確認され,今後高松平野の発

掘調査を進める上において重要な点である。

6。 おわりに

ここでは,井手東 I遺跡のプラント・オパール分析その他の成果を踏まえて,当遺跡の植生

環境や土地条件,土地利用など,両遺跡の立地環境について述べた。

当遺跡のプラント・オパール分析の結果は,高松平野中央部の土地条件や土地利用の変化,

さらにはこれらと微地形の変化との関係,そ してそれらの時期など,多 くの重要な問題を内包

している。また,扇状地地形の環境復原の際に,河道跡や浅谷を埋積する地層は貴重な情報を

提供している。高松平野においても同様の地形と地層の堆積状況が各地でみられ,微凹地での

調査と分析の重要性が指摘される。
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第4節 調査のまとめ

1.遺構の変遷について

井手東 I遺跡の調査区は狭小であつたが,予想を上回る多くの成果を上げることができた。

ここでは,検出した各時期の遺構の変遷をおってみたい。

I期 (縄文時代早期末前後)

調査区中央部を南西から北東方向を向く谷状の凹地内に堆積した鬼界アカホヤ火山灰

(6300B.P降 灰)層前後において確認した遺構である
(1)。 いずれの濤も調査区中央付近,火

山灰が比較的厚く堆積している範囲とほぼ合致する位置において確認した。いずれの滞から

も伴出遺物はなく,時期は特定できない。一方,鬼界一アカホヤ火山灰は現地表下70cmの

深さで確認し,こ の頃から現在まで当地域があまり上砂の堆積を受けていないことが確認で

きた。この調査以降,火山灰の調査の経験から火山灰の識別が容易になり,蛙股遺跡,キモ

ンドー遺跡等
(2)で

も同様の深さから火山灰を確認している。しかし残念ながら火山灰降灰前

後の層において,こ れらの遺跡から遺構,遺物を確認するには至っていない。火山灰降灰前

後の植生および地形環境については第3節外山氏の報告に詳しいため参照されたい。

Ⅱ期 (弥生時代中期中葉)

調査区中央部の凹地がほぼ埋没した段階で存在する遺構である。当該期の遺構はSD10,

11の 2本の濤を確認している他,SD09に ついてもこの時期の所産と考えられる。検出した

濤の状況からすれば,人工的な掘削が行われた可能性は低いと考えられ,自然の流路を生活

用に利用していたものと考えられる。これらの検出した遺構のうちSD10,11か らは土器,

石器とともに,農耕具をはじめとする多量の木製品を確認した。これらの木製品については

本文中に詳しく述べており,特色については次の項で述べるが,従来当該期の木製品は西日

本においては九州,近畿地方で多く確認され,多 くの検討がなされてきたが,中間地点であ

る中国,四国地方をみてみると対岸の中国地方においては,日 本海側の
`鳥
取県の目久美遺跡,

島根県西川津遺跡,岡山県南方金田 (済生会)遺跡等
(3),比

較的まとまった木製品の出土を

みたのは数遺跡にとどまる。四国地方においては最近になって,香川県高松市の多肥松林遺

跡において多量の木製品が確認された
(4)。

両地域に比べ比較検討資料が不足していた状況か

らすれば,井手東 I遺跡例も含めて良好な資料を増加させたことになる。調査区においては
,

これらの遺構以外に当該期の遺構は存在しないが,出土遺物の量から,周辺に竪穴住居を含

めた遺跡の中心部が存在するものと考えられる。

Ⅲ期 (弥生時代後期末から古墳時代前期初頭)

この時期に該当する遺構は,調査区東端において確認したS D14の みである。この滞は調
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査区東端を南西から北東方向を向くもので,こ の方向は,周辺の地形が大きく北東方向に向かっ

て緩やかに傾斜する状況と合う。遺構の残存状況が悪いことから相当削平されている可能性が高

い。当遺跡周辺では,当該期の遺構は濤状遺構のみで,人工的に掘削されたと考えられる直線的

な滞が多く確認されていることから,水を供給する微高地上を通る水路の一つと考えられる。

Ⅳ期 (古代末から中世)

この時期に該当する遺構は,調査区西端において確認したSD01お よび,sD01上部,その

周辺に存在する包含層 (土壊層)がある。SD01は ,条里型土地割を残す高松平野の現在の地

割と方向が合い,里境の推定ラインとも合うことから,条里制の施行に伴って掘削された可

能性が高い。この濤の埋没時期は出上した土器のうち,最も新しいものが12C後半であるた

めこの時期に配水形態の変化が生じたのに伴い,機能を失い埋没したものと考えられる。

V期 (近世-18C前半から明治)

この時期の遺構は調査区中央部に集中する傾向にある。この中で最も古い時期の遺構と考

えられるのが,18C前半代頃の遺物を伴出する土坑群が,同時期の遺物を伴出するsD08を

東限として存在する。これらの上坑の分布は調査区中央北寄りのSK08周辺と調査区南端の

SK30周辺に分かれる。これらの上坑には形態的に特徴があり,SKllを 除く土坑は,すべて

平面形態が円形に近い形状を呈し,土坑下部において壁面に接するように籠が 1条 もしくは

2条巡る。一部SK04の ように底面に板材が残存するものもみられる。これらの遺構の全体

状況は不明であるが,類似した土坑形状を呈するものに高知県南国市田村遺跡において多く

確認されている
(5)。

報告者はこれらの土坑を墓と断定している。墓と考えられる土坑群と
,

それ以外の遺構の前後関係についてであるが,同一時期に併存していたと考えられるsB01,

SA01,02は ,SD08と 合流するSD07を sB01が またぐ形になるため,同時期の併存は考え

られない。また,sE01の付属施設である埋設土管は,SD08が埋没した後に掘削して埋設し

ていることが土層観察により判明している。加えてSE01の掘方からは明治頃まで下る陶磁

器も出上していることから,当該期の遺構の中では最も新しい遺構と考えられる。このこと

からV期の遺構は,以下のように大きく4月 期ヽに分かれることとなる。

V― l期 (18世紀前半以前)

SB 01, SA01, 02

V-2期 (18世紀前半以降)

SK03～ 30(SK 15～ 17,23を除く。),SD05～ 08

V-3期 (18世紀後半～19世紀前半)

SK01, 02, 15～ 17, 23, 31～ 34

V-4期 (19世紀後半以降)
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第1図 井手東I遺跡遺構変遇図 (1)
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第2図 井手東 I遺跡遺構変遷図 (2)
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SE01お よび埋設土管

V― I期 とV-2期 の時期差と変遷であるが,円形である土坑群が墓の可能性があり,土

坑 とSD08の方向が合うが,建物と柵列は方向がずれることより時期をずらして考えた方が

良さそうである。ただし建物と滞の方向のずれは微妙であるので,上坑と建物の同時併存も

考えられないわけではない。墓の可能性のある土坑群と建物が同時併存するのであれば,墓

地の中の御堂的な役割をする建物になるものなのか,可能性は多く考えられるが,時期差が

限定できない状況では,可能性を想定するに留めたい。

2.出土遺物について (SD10,11出土遺物を中心として)

井手東 I遺跡からは多くの遺構,遺物を確認した。これらについては第3章において詳しく

述べたが,こ こでは弥生時代中期中葉と考えられるsD10,11か ら出土した遺物 (土器,石器,

木器)について考えてみたい。

(1)土 器

個々の上器の詳細については,本文中で述べたが,こ こでは再度出土土器の特徴を確認し

たうえで,周辺地域との比較を行い,井手東 I遺跡出土土器の編年的位置づけを行いたい。

重は3種類の広口重に少量の長頸壷,無頸壷が存在する。出土量の大半を占めるのは広

口壼である。

広口壷Aと したものは,日縁部が大きく外反し水平に広がる口縁をもつ。日縁端部に凹

線文を巡らせるものと,巡 らせないものが両方存在し,装飾は凹線文を巡らせるものにつ

いては口縁部内面に斜格子文を施すものが多いのがこの形態の上器の特徴である。

広口壷Bと したものは,日縁部が大きく外反し,口縁端部が肥厚する。装飾は口縁端部

外面及び頚部に押圧突帯文がみられる。

広口壷Cと したものは,わずかに外反する日縁部をもち端部がやや肥厚する。口縁部か

ら頸部の加飾の違いにより,さ らに3種類に分かれるが,割合としては口縁部近くに多く

の装飾をもつものは少なく,装飾の少ないものか無文のものが多い。

甕は口径と胴径の差が少なく,器高が口縁部の直径の2倍以上になるものを甕A,大 きく

張った球形に近い胴部をもち,「 く」の字に屈曲し口縁端部が肥厚するものを甕Bと した。

甕Aには口縁端部をつまみ上げるAlと ,口縁端部をつまみ上げ肥厚させる甕A2があり,

両者の比率はほぼ同数である。大1の一部にはつまみ上げた口縁端面に強いナデによる凹

み (秦 における凹線文の初源 ?)が認められる。奏における文様は甕Aの胴部中央付近に

列点文がみられる他,甕 Bの一部に口縁端部に刻目文がみられる程度である。内外面の調

整は外面上部にハケを行う以外はヘラミガキを施すものが多い。
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高イは壷,秦に比べ量は極めて少ない。内湾しながら立ち上がる杯部から屈曲し,斜め

上方に外反する口縁部をもつものと,内傾する口縁部をもつものが存在する。脚部は状況

のわかるものとして第32図 6の ような方形の透子とをもつものが 1点認められる。

鉢は形態がバケツ状を呈するものを多く確認した。外面に櫛描の直線文,波状文を交互

に施すもので,出土土器の中でも装飾性が強い。口縁部に2孔一対の円形透孔,底部にも

2了L一対の円形透子しをもつ。調整はヘラミガキを主体とする。施文方法,調整方法をみれ

ば,同時期の壷との共通性が高いことから,無頸重としたほうが妥当なのかもしれない。

以上sD10,11出 土土器を概観したが,当調査区ではSD10,11に 前後する遺構が存在

しないため,切 り合い関係による前後関係がおえないことより,周辺地域で確認されてい

る同時期の状況をみた上で,時期比定を行いたい。

壺

阿波郡阿波町の桜ノ岡遺跡(1)か ら当遺跡に併行すると考えられる時期の遺物が出土し

ている
(6)。

sB1004か らは凹線文を2条施すものが出土しているほか,SK1014からも凹

線文を施す土器が 2点出土しているが,こ れらの遺構から出上している他の上器には凹線

文はみられない。桜ノ岡遺跡(1)において凹線文を施す壷の形状は,井手東 I遺跡出上の

広口壺Aと形状が似ている上,それ以外の重に凹線文がみられない等,出土土器について

同様な傾向を示す。

吉備では正岡編年Ⅲ― I様式に編年されている百間川兼基遺跡土娠22,百 間川原尾島

遺跡滞 17資料
(7)の

広口壷の一部に凹線文がみられる他,日縁部が少し外反し,端部に向

かって徐々に肥厚し,口縁部外面に刻目突帯文を施すものと,施さないものがある等共通

点は多い。

養

井手東 I遺跡から出土した甕については前様式から続く形態のものに胴部が膨らむ甕A

に加え,胴部が大きく膨らむ奏Bが認められるが,奏 Bは前述の桜ノ岡遺跡(1)SK1039

から同様の形態を呈する甕がみられ,吉備においても百間川兼基遺跡住居-1資料に同様

の奏がみられる。また前様式から続く奏Aの上方につまみ上げた口縁端部外面に凹線文状

の凹みについても前述の桜ノ岡遺跡(1)に おいて同様の形態がみられる。

高杯,鉢については周辺地域においても出土数が少ないため不明な部分が多いが,散見

される資料をみる限りおいて周辺地域と特に形態的に変わるところはない。また,当遺跡

で鉢とした装飾性の高い土器については,やや古い時期の上器が西讃地域の坂出市西又遺

跡
(8)で

みられ,同時期の阿波の桜ノ岡遺跡(1)で はみられず,逆に対岸の吉備ではみられ

ることより,今後周辺地域の状況を細部にわたって検討しなければならないが,こ の形態
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の上器は当該期に備讃瀬戸地域に限定して存在する形態のものであるのかもしれない。

以上,極めて大まかに丼手東 I遺跡出土土器と周辺地域の土器の状況をみてみたが,当

該期においては阿波との関係は,特徴のある高松地域の上器が阿波地域へ搬出されている

状況が認められるが,土器の形状等,細部において地域差が認められる。一方,吉備との

土器様式に大きな違いは認められず,同一の土器様式をもつ地域としてとらえて問題なか

ろうと考えられる。

このことから丼手東 I遺跡の出土土器は明確な凹線文出現前の畿内第Ⅲ様式の古段階に

併行するものと考えられ,吉備では正岡編年Ⅲ一 I様式に併行する土器群として,ま た桜

の岡遺跡(1)の第 1段階に併行する時期の資料 として問題なかろうと考えられる。近年 ,

当地域において弥生時代中期段階の資料は微量ながら増加しており別の機会に再度検討 し

たい。

(2)石 器

SD10,11か らの石器の総量は31点であり,ほ ぼこの時期の遺跡から出土する石器の器

種と大きく変わるところはない。量的にはスクレイパー10点 (320/0)が最も多 く,石庖

丁 6点 (19°/o),打製石斧 5点 (160/0),石鏃,石槍 4点 (130/0),楔形石器 2点 (60/o),

敲石,砥石,石皿,磨製石斧各 1点 (30/0)である。量的に少ない資料であるため,出土器

種に偏 りがあると思われるが,注目したいのは打製石斧が 5点出上 していることである。

全体に占める割合は160/oと 全体の 6分の 1を 占める。しかも打製石斧には大形のものが

2点出土していることから小形のものと大形のもので用途によって使い分けていた可能性

がある。石庖丁は6点出上しており,全体に占める割合は 19°/0と 全体の 5分の 1を 占め

る。これらの結果を同様な時期の遺物が出土した井手東 I遺跡に近接する浴・長池遺跡の

SR01 11層から出土した石器の傾向と比べてみたい(9)。
浴・長池遺跡SR01 11層 からは57

点の石器が出上している。磨製石斧が12点 (21.00/o)と 突出して多いのがこの遺跡の特徴

である。また,当遺跡で確認している打製石斧はみられず,ス クレイパーの量は当遺跡の

方が全体に占める比率は高い。逆に石庖丁の比率は当遺跡の方が少ないなどがあげられる。

両遺跡は直線距離にして500mも 離れていないことからこれらの差は遺跡の性格によるも

のなのか,出土量が少ない資料のために傾向が偏ったのどうかは,今後さらに周辺の遺跡

を含めて検討する必要があろう。

井手東 I遺跡からの出土した石器の器種から当時の生活の傾向をみてみると,少なくと

も井手東 I遺跡では,縄文的な生業活動を想定できる打製石斧が一定量確認できることは
,

弥生時代中期中葉段階においても,稲作農耕での米の収穫量が,生活を安定するだけの量

を供給できないため,生活を安定させるために縄文時代から続 く生業活動を引き続き継続
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していることを想定させる資料であるといえる。

(3)木 器

当遺跡からは多種類の木器が出土した。弥生時代のまとまった木器の出土がなかった香

川県において前述したような多種類の木器を確認 したことは,他地域との比較検討が行え

る資料を提供することになる。ここでは一遺跡の資料ではあるが,他地域との比較検討を

行い当地域の様相をみてみたい。

工 具一―鉄斧の柄を2点確認している。板状鉄斧の枝の方は未製品であるため詳細は

不明であるが,袋状鉄斧の柄はほぼ完形である。『木器集成図録』中 (PL 3～ 5)に袋状

鉄斧柄とされている装着面の幅はいずれも5 cm以内であり,当遺跡例のように幅が 6cm
のものはみられない。当遺跡例は装着面の裏側に袋部の合わせ目部分の圧痕がみられるこ

とから実用品であることに間違いはない。時期はやや下るが,市内東山崎町に所在する久

米池南遺跡で出土 した袋状鉄斧がある
(10)。

この袋部の内側の幅が6 cmと 同じで幅が広い

ことから, 2例 のみで決定するのは無理があろうとは思われるが,幅広の袋部をもつ鉄斧

は当地域の一つの特色であるのかもしれない。周辺部の類例の増加に期待 したい。

農 具――鍬が主であるが直柄と曲柄の二種類がある。出土量からすれば曲柄の方が多

い。直柄平鍬には広鍬と狭鍬があるが,当遺跡例において広鍬は未製品であるため検討の

対象から外す。狭鍬については2点の形状がわかる。全体の形状は上部が広 く,下部が狭

い『木器集成図録』 1406,1408大阪府鬼虎川遺跡例, 1407同山賀遺跡例,1409同恩智遺

跡例,1410京都府太田遺跡例,1412大阪府亀井遺跡例, 1413同 瓜生堂遺跡例などがある。

ただ柄孔が1408の鬼虎川遺跡例のみが方形になる以外は円形に近 く,当遺跡例とはやや

状況が異なる。当遺跡からは直柄平欽の柄が出上 している (第 51図 1)。 柄の先端部近 く

に装着によるアタリの痕跡が確認できたことから直柄平鍬の柄と判断したものであるが ,

この柄も断面形状が方形になっており,鍬身の柄穴と形状は同じである。直柄鍬における

柄穴の形状については『木器集成図録』(51～ 52P)直柄鍬における柄の固定法の稿にお

いて上原氏が指摘 している。それによると近畿地方の直柄鍬の柄孔は弥生 I期～古墳時代

に至るまで,円形が一般的である。一方北部九州では弥生時代中期頃から方形柄孔の直柄

鍬が一般化する。近畿地方にもその影響を受けたものが存在する。地理的な条件からみれ

ば,両地域の中間地点に位置する当地域において弥生時代中期段階に方形の柄孔が存在し,

鍬身の回転を防ぐ方法を採用しているのは自然なことであろう。

直柄又鍬については大半を欠損するため詳細は不明であるが,02314大阪府瓜生堂遺跡

例のように柄孔下部の歯がやや短くなる形状を想定しておきたい。ただ柄孔から上端部の

長さが短いことから横鍬の可能性も考えられる。
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曲柄平鍬には,軸部と刃部との境が明瞭。刃部は下端にいくにしたがい広がる下膨れで,

刃部幅が肩幅より広い。軸部幅が広く肩幅との差があまりなく,軸部に明確な結束用の突

起 (切 り込み)を もたないのが特徴である。これらの平鍬は上原分類 曲柄平鍬CI式に

該当する。類例には04301滋 賀県服部遺跡例,04302,04304大 阪府池上遺跡例,04305同

鬼虎川遺跡例などがあるが,こ れらには結束用の突起が存在する。

曲柄又鍬についてはいずれも刃部の片方程度を残すのみで,全体の状況がわかるものは

少ない。第50図 10が唯―,軸部を残すため軸部と刃部との境が不明瞭ななで肩であるこ

とがわかる。(上原分類 曲柄又鍬CⅡ 式)

竪杵は握部中央で破損し二つに分かれる。握部近くの上下に凹線文の装飾を施す。掲き

部と握部の境に文様をもつものは08607大阪府鬼虎川遺跡例など少数である。本文中でも

書いたが,上端部は丸く,下端部はやや平らである。掲き部両端の形状が異なることから,

掲くものによって上下を使い分けていた可能性が考えられる。

食事具―一食事具としたものに杓子形木器と把手付片口がある。杓子形木器としたもの

は2点あり,本文中でも述べたが2点が重なって出上している (図版 5参照)。 身の部分

がくぼまずに平坦であり,杓子形木器とされているものとはやや形態が異なる。片口とし

たものには把手付片口が形態的に特異である。先端部に樋をもつことから片口としたが,

形態的には横杓子にも似る。

楽 器――琴がほぼ完全な形で出土している。平面形状は二等辺三角形状を呈する。形

状的には縄文時代から存在する二本突起のいわゆる箆状木製品に似る。加工は頭部に明瞭

で集弦孔と考えられる孔の側縁には弦固定用の切り込みが施され,集弦孔付近のみ上下か

らの加工により明瞭な境をつくる。琴については最近,笠原潔氏が井手東 I遺跡例も含め

た多くの琴を集成し分類を行い,その成果の前半が公にされている
(11)。 この中で氏は井

手東 I遺跡例のような板作 りの琴は形態等に多様性がみられるのに対し,大形の「槽作

り」の琴力沙卜形・槽の取り付け方・突起数などにおいて比較的企画性に富んでいることか

ら,槽作りの琴がいわば「公的」な楽器であったために規範性が強かったのに対し,板作

りのことイよ「私的」な楽器であったために規範性が希薄であつたのではないかと考えられ

ている。多くの琴を検討しての結論であることから氏の意見に賛同したい。

祭祀具――′島形,舟形,陽物形などが出上している。いずれの祭祀具についても形態的

に近畿地方のものと大きく変わるところはない。どのような状況で使用されたものか不明

であるが,周辺地域と同様な背景のもとに使用されたものと考えられる。

雑 具―一箱部材として,断定できるものが第61図 1である。一部を欠損するが,現

存する穿孔が5ケ所存在し,他例の箱部材と比較しても形態的な違いは認められない。周
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辺地域の類例が弥生時代後期以降であることからすれば,現段階では周辺地域においての

最も古い一例であるといえる。

以上出上した木製品の一部に対して検討を行ったが,出土木製品の傾向として,基本的

には近畿圏の形態と同様な傾向を示すが,例えば直柄狭鍬の柄孔のように地理的な関係か

ら九州と近畿の中間的な様相を示すものも見られることが判明した等,今後の当地域の木

製品を考える上での検討資料を提示できたものと考えられる。ただ勉強不足もありうまく

検討が行えなかった。また,出土した木製品の多くが,現段階においても用途が特定でき

ていない。ただ,出土した木製品は多種類のものが確認されており,同時に出上した土器

から弥生時代中期の一括資料である。今まで当該期の木製品の空白地域であった当地域に

あってはその成果は大きいと言えよう。また,高松市域においては当遺跡に近い多肥松林

遺跡において当該期の時期を含む木製品が多数出土しており,当遺跡例も含めた弥生時代

中期段階の木製品の使用の一端がわかりつつある。

誰

(1)本文中で述べているとおり伴出遺物がなく人工的な遺構とは考えられないため,こ れら

の濤を「遺構」とするには抵抗がある。

(2)平成3, 4年度,平成 5年度市教委調査。これらの遺跡では同様の深度から火山灰を確

認している。分析の結果,蛙股遺跡の火山灰も鬼界・アカホヤ火山灰であるとの結果が

でている。

(3)内田律雄他『朝酌川河川改修工事に伴う西川津遺跡発掘調査報告書Ⅳ』島根県土木都河

川課 島根県教育委員会 1988

小原貴樹他『加友川改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 目久美遺跡』米子市教

育委員会 鳥取県河川課 1986

岡山市教育委員会「岡山市 南方 (済生会)遺跡」F考古学研究』第42巻第2号 1995

(4)『高校新設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 多肥松林遺跡 平成 5年度』香川県教育委

員会 財団法人香川県埋蔵文化財調査センター 1994

F高校新設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 多肥松林遺跡 平成 6年度』香川県教

育委員会 財団法人香川県埋蔵文化財調査センター 1995

(5)岡本健児「総括Ⅱ」F高地空港拡張整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 田村遺

跡群 第10冊』高知県教育委員会 1986

(6)湯浅利彦 F四 国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財調査報告 3 桜ノ岡遺跡(I)桜
ノ岡 遺跡(Ⅲ )』 徳島県教育委員会
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|    (7)正 岡睦夫―「備前
1地
域」F弥生土器の様式と編年 山陽・山陰編』1992

1  協1躍覇絲珂ぽ麟躍紹露    こ輝子と蔵文化財調査報告
第一冊 浴 。長池遺跡』 高松市教育委員会 建設省四国地方建設局 1993

(10)苦瀬清秀「3.鉄器」F久米池南遺跡発掘調査報告書』高松市教育委員会 1989

(11)笠原潔「出土琴の研究(1)」 F放送大学研究年報第12号J1994
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|こ

平成 2年度末から平成 3年度前半にかけて調査を行った井手東 I遺跡は,調査面積は少な

かったものの,ア カホヤ火山灰の平面的確認,弥生時代中期中葉に比定できる琴をはじめとす

る多量の木製品の確認等,当初の予想を大きく上回る成果をあげることができた。報告書の作

成の終了にあたり,調査担当者の一人として気づいた点について述べてみたい。

弥生時代中期中葉に比定できる木製品を出上したSD10,11の 調査は最も気温の高い 7月 から

8月 にかけて行われたため,多量に出土した木製品が乾燥して変形しないように,取 り上げまで

の間,保存管理に苦労した。しかも木製品は腐朽してもろくなっており,写真撮影,出土状況図

作成の後の取 り上げについても,慎重に行われなければならなかった等,貴重な経験をさせてい

ただいた。また,取 り上げた多量の木製品を報告書作成にむけて多量に図化せねばならず,こ の

ような多量の木製品の整理作業を行った経験がなかっただけに,木製品の図化作業等に相当数の

時間を要した。図化の精度については問題は残るが,出上した大方の木製品について報告書に掲

載できたことに,ひとまず満足したい。掲載できたこれらの木製品は多種類にわたっており,周

辺地域の木製品の使用のあり方を考える上で,重要なものになってくるものと思われる。

次に,当初の調査目的である鬼界・アカホヤ火山灰の平面検出及び火山灰降灰前後の遺構の

検出については,時間の制約もあり,十分な調査ができなかった。検出した濤状遺構について

も,伴出遺物がなく時期を特定できていない。ただ,こ の調査の後,断面観察による火山灰の

確認が容易になり,周辺地域でも同様の深さから鬼界・アカホヤ火山灰を確認している。この

ことは高松平野の中央部の一部においては,縄文時代早期末の段階から堆積があまり進んでい

ない状況が確認され,高松平野の発達過程を知る重要な資料を提供 したことになる。鬼界 。ア

カホヤ火山灰を確認 した遺跡では,火山灰降灰前後の層から遺構 。遺物を確認 していないが,

平野部中央の大池遺跡では縄文時代草創期の有舌尖頭器が 2点確認されていることから,近い

将来,鬼界・アカホヤ火山灰層前後から遺構,遺物が確認できるものと考えられる。

以上,井手東 I遺跡の成果について気づいた点について述べたが,こ れらの成果も炎天下の

中,作業に携わつていただいた方々及び整理作業に携わっていただいた方々の協力があって,

はじめてできることである。これらの方々に深 く感謝したい。

最後に報告書作成においては前述のとおり,多 くの先生及び方々の助言及び協力をいただい

たが,担当者の未熟もあり,すべてを報告書に生かすことができなかった。また,原稿を早 く

からいただいた先生には原稿を公にするのが遅くなってしまった。これは偏に担当者の責任で

ある。深 くお詫びしたい。今回の報告書で生かしきれなかった部分については今後の調査に生

かしていきたいと考えている。変わらぬ御指導をお願いしたい。

りわお
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コー ド

ヨヒ    旅革 東  経 調査期間 調査面積
m2

調査原因
市町村 遺跡番号

井手東
ヤ
ギ 香川県高松市

伏石町

3720 34° 18′ 12″ 134° 3′ 2″ 3.4.16
!

3. 9.18

4,170 道路 (一 般
国道11号 高
松東道路 )

建設に伴 う

事前調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

井手東 I

集落跡

縄文時代

弥生時代
中  期

古代～

中世

近  世

旧河道

滞

溝

掘立柱建物

柵列

滞
土坑

２

２

５

３４

弥生土器,石器,木器 (鍬 ,

鋤,竪杵,自 ,弓 ,容器 ,

琴,鳥形,舟形,腸物形 ,

編物等)

須恵器,上師器,黒色土器,

肥前系陶磁器,備前,明石,

堺焼,悟鉢,焙烙

鬼界アカホヤ火山灰

中期中葉の上器群とともに

木器の一括資料

条里濤

土坑34基のうち墓の可能の

あるものが数基存在
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